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第１３章 

ドゥリタラーシュトラ、宮殿を去る 

 
第１節第１節第１節第１節    

 
SaUTa ovac 

ivdurSTaqQaRYaa}aaYaa& MaE}aeYaadaTMaNaae GaiTaMa( ) 
jaTvaGaaÖaiSTaNaPaur&  TaYaavaáiviviTSaTa" )) 1 )) 

 
süta uväca 

viduras tértha-yäträyäà 

maitreyäd ätmano gatim 

jïätvägäd dhästinapuraà 

tayäväpta-vivitsitaù 
 
 sütaù uväca—シュリー・スータ・ゴースヴァーミーが言った; viduraù—ヴィドゥラ; 

tértha-yäträyäm—様々な巡礼地を旅していた間; maitreyät—偉大な聖者マイトゥレーヤから; 

ätmanaù—自己の; gatim—目的地; jïätvä—それを知ることで; agät—戻った; hästinapuram—

ハスティナープラの都; tayä—その知識によって; aväpta—充分な獲得者; vivitsitaù—知るこ

とのできるものすべてに精通して。 
 
 シュリー・スータ・ゴースヴァーミーが言った。「ヴィドゥラは、巡礼地をめぐりながら、

偉大な聖者マイトゥレーヤから自己の目的地に関する知識を授かり、そしてハスティナープ

ラにもどった。知ろうとすることすべてに精通した人物になったのである」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 
 ヴィドゥラ 『マハーバーラタ』に登場する重要人物の一人。ヴャーサデーヴァが、マハ

ーラージャ・パーンドゥの⺟親であるアンビカーの⼥給とのあいだにもうけた人物です。ヤ

マラージャの化身でもあります。マンドゥーカ・ムニに呪われ、シュードラとして誕生しま

した。この背景には次のような話しがあります。昔、マンドゥーカ・ムニの庵に数人の盗賊

が逃げこみましたが、隠れていたところを警察に捕らえられ、とうぜん、マンドゥーカ・ム

ニもいっしょに捕らえられました。警察⻑官は、ムニにはとくに厳しく、磔の刑を言いわた

します。刑が執行されようとするそのとき、王のもとに一報が入り、誤認逮捕があったこと、

また相手が偉大なムニであることを知ります。王は執行を中断させ、臣下のまちがいをみず



 2 

から謝罪しました。ムニはすぐさま、生命体の運命を定めているヤマラージャのもとに向か

います。ムニから事の真相を聞かれたヤマラージャは、昔、ムニが子どものころ、藁の切っ

先でアリを突き殺し、その行為ゆえにこのような窮地におちる定めにあった、と説明します。

ムニは言います、なにも知らない子どもを罰するのはヤマラージャの理不尽な判断である、

と。そしてヤマラージャをシュードラになるよう呪うのですが、シュードラとして生まれた

ヤマラージャがこのヴィドゥラであり、ドゥリタラーシュトラとマハーラージャ・パーンド

ゥの兄弟にあたります。しかしビーシュマデーヴァは、王家に生まれたこのシュードラの子

にほかの従兄弟たちと同じように接し、やがてヴィドゥラは、これもやはりブラーフマナと

シュードラーニーのあいだに生まれた少⼥と結婚します。ヴィドゥラは父（ビーシュマデー

ヴァの兄弟）の遺産を受けつぐことはありませんでしたが、兄にあたるドゥリタラーシュト

ラから充分な財産を受けとりました。ヴィドゥラは兄にたいへん執着し、いつも正しい道に

導こうとしていました。クルクシェートラの戦いという同胞間の戦争のときでも、パーンド

ゥの子息たちを公平に扱うようくり返し嘆願したのですが、叔父の言葉を余計な口出しと考

え、冒涜さえしました。この冒涜がきっかけとなり、ヴィドゥラは巡礼に出て、旅先で出会

ったマイトゥレーヤから教えを授かります。 

 
    

第第第第２２２２節節節節    
    

YaavTa" k*-TavaNa( Pa[énaNa( +ataa k-aEzarvaGa]Ta" ) 
JaaTaEk->ai¢-GaaeRivNde    Tae>YaêaeParraMa   h )) 2 )) 

    

yävataù kåtavän praçnän 

kñattä kauñäravägrataù 

jätaika-bhaktir govinde 

tebhyaç copararäma ha 
    

 yävataù—そのすべて; kåtavän—提示した; praçnän—質問; kñattä—ヴィドゥラという名前; 

kauñärava—マイトゥレーヤという名前; agrataù—〜がいる場所に; jäta—発達して; eka—一

つ; bhaktiù—超越的愛情奉仕; govinde—主クリシュナへの; tebhyaù—さらなる質問に関して; 

ca—そして; upararäma—〜をやめた; ha—過去に。 
    

 さまざまな質問をし、主クリシュナへの超越的な愛情奉仕に心を定めたヴィドゥラは、マ

イトゥレーヤ・ムニへの質問を終えた。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 ヴィドゥラはマイトゥレーヤ・リシから、人生の至高善は、ゴーヴィンダ、すなわち献愛

者をあらゆる面で満足させる主シュリー・クリシュナへの崇高な愛情奉仕に立脚することで

あることを確信したあと、質問をやめました。物質界にいる生命体、すなわち条件づけられ

た魂たちは、感覚を物質的に使うことを求めていますが、それで満足できるわけではありま

せん。さらに、経験や哲学的推論に頼ったり、頭脳を駆使したりして至高の真理を求めるよ

うになります。しかしそこまで到達しても、究極のゴールが見つからなければ、ふたたび物

質的な活動に逆戻りし、博愛主義や利他主義の活動をはじめるのですが、それでも満足でき

るわけでもありません。果報的活動にしろ、無味乾燥な哲学的推論にしろ、満足感は与えて

くれません。生命体はもともと至高主・シュリー・クリシュナの永遠の召使いであり、ヴェ

ーダ経典もその究極目標に辿りつくための教えを提供しています。『バガヴァッド・ギータ

ー』（第15章・第15節）も、この点を確証しています。 

 探求心旺盛な生命体は、ヴィドゥラのように、マイトゥレーヤのようなほんものの精神指

導者に近づかなくてはなりませんし、知性を使い、カルマ（果報的活動）、ギャーナ（至高

真理への哲学的探求）、そしてヨーガ（精神的悟りの方法との結びつき）についてすべてを

理解しなくてはなりません。精神指導者に真剣な質問をするきもちのない人は、見せかけの

精神指導者を受けいれてもなんにもなりませんし、また精神指導者と言われる人でも、弟子

を主シュリー・クリシュナへの超越的な愛情奉仕に導くことができなければ、師のふりをす

べきでもありません。ヴィドゥラはマイトゥレーヤという真の精神指導者から教えを授かる

ことができ、人生の究極目標、すなわちゴーヴィンダへのバクティを達成しました。この境

地に来れば、精神的に高められる方法を知りつくしたことになります。 

 
    

第第第第３−４３−４３−４３−４節節節節    
    

Ta&   bNDauMaaGaTa&   d*îa  DaMaRPau}a"  SahaNauJa" ) 
  Da*Taraí¥ae  YauYauTSauê   SaUTa"  XaarÜTa"  Pa*Qaa )) 3 )) 
GaaNDaarq  d]aEPadq b]øNa( Sau>ad]a caetara k*-Paq ) 
  ANYaaê JaaMaYa" Paa<@aejaRTaYa" SaSauTaa" iñYa" )) 4 )) 

    

taà bandhum ägataà dåñövä 

dharma-putraù sahänujaù 

dhåtaräñöro yuyutsuç ca 

sütaù çäradvataù påthä 
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gändhäré draupadé brahman 

subhadrä cottarä kåpé 

anyäç ca jämayaù päëòor 

jïätayaù sasutäù striyaù 
    

 tam—彼を ; bandhum—親族 ; ägatam—そこに到達して ; dåñövä—それを見ることで ; 

dharma-putraù—ユディシュティラ; saha-anujaù—弟達と共に; dhåtaräñöraù—ドゥリタラー

シュトラ; yuyutsuù—サーテャキ; ca—そして; sütaù—サンジャヤ; çäradvataù—クリパーチ

ャーリャ; påthä—クンティー; gändhäré—ガーンダーリー; draupadé—ドゥラウパディー; 

brahman—ブラーフマナ達よ; subhadrä—スバドゥラー; ca—そして; uttarä—ウッタラー; 

kåpé—クリピー; anyäù—他の者達; ca—そして; jämayaù—他の家族の妻達; päëòoù—パーン

ダヴァ達の; jïätayaù—家族の者達; sa-sutäù—彼らの息子達と; striyaù—⼥性達。 
    

 宮殿にもどってきたヴィドゥラを見た人々――マハーラージャ・ユディシュティラ、弟た

ち、ドゥリタラーシュトラ、サーテャキ、サンジャヤ、クリパーチャーリャ、クンティー、

ガーンダーリー、ドゥラウパディー、スバドゥラー、ウッタラー、クリピー、カウラヴァ家

の多くの妻たち、そして子をともなった多くの⼥性たち――が、歓喜に酔いしれて駆けよっ

てかれを迎えた。⻑いあいだ意識を失っていた人がよみがえるかのように。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 ガーンダーリー。歴史上まれにみる理想的な貞節な⼥性。ガーンダーラ（現在のカブール

地方のカンダハル）の王マハーラージャ・スバラの娘で、未婚のとき主シヴァを崇拝してい

ました。主シヴァは、優れた夫を求めているヒンドゥー社会の⼥性たちがよく崇拝する半神

です。ガーンダーリーは主シヴァを喜ばせることができた恩恵として、ドゥリタラーシュト

ラと婚約し、盲目のかれのあいだに100人の子を授かることになりました。ガーンダーリー

は、嫁ぐ相手が盲人であることを知り、生涯をとおして夫と暮らすためにみずからも盲目と

して生きる決意をします。絹の布を幾重にも目にまき、兄のシャクニに導かれてドゥリタラ

ーシュトラに嫁いだのでした。もっとも美しい時期にあったかのじょは、⼥性特有の美質も

充分にそなえ、カウラヴァ家のだれからも慕われました。しかし、優れた気質に恵まれるい

っぽうで、⼥性特有の弱点もそなえていました。クンティーが男児を出産したことに嫉妬し

たのです。どちらも同じ時期に身ごもっていたのですが、先にクンティーが男児を出産した

ことでガーンダーリーは強い怒りを抑えることができず、自分の腹を激しく叩きました。結

果として生まれてきたのは肉の塊だけでしたが、ヴャーサデーヴァの献愛者だったことから、

ヴャーサデーヴァの教えの力でその肉の塊は100個に分かれ、やがてそれぞれが健康な男児

として成⻑していきました。こうして、100の子の⺟になるという望みは満たされ、高尚な
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その地位にある⼥性にふさわしく子どもたちを育てていきました。クルクシェートラの戦い

という陰謀が計画されているあいだ、かのじょはパーンダヴァ兄弟との戦いを望んでいませ

んでした。むしろ、親族同士の争いを引きおこした夫のドゥリタラーシュトラを非難してい

ます。パーンドゥの子どもたちも自分の子なのですから、国を二つに分けて共有することを

希望していたのです。戦争は終わり、我が子たちがすべて戦死してしまったことを深く悲し

み、ビーマセーナとユディシュティラを呪おうとしましたが、ヴャーサデーヴァに止められ

ます。我が子ドゥリョーダナとドゥフシャーサナの死を悼む言葉を主クリシュナのまえで

切々とうったえる様はじつに哀れで、主はかのじょを崇高な言葉で慰めるのでした。カルナ

の死も同じように悼み、カルナの妻の悲しみを主にうったえました。シュリーラ・ヴャーサ

デーヴァは、戦死した息子たちをガーンダーリーに見せたあとかれらを天国に送り、かのじ

ょの心を慰めました。やがて、ガンジス川河口近くのヒマラヤ山脈の密林で夫とともに他界

します。山火事のなかで身を焼き、死んだのです。マハーラージャ・ユディシュティラが叔

父と叔⺟の葬式をいとなみました。 

 プリター。マハーラージャ・シューラセーナの娘、そして主クリシュナの父であるヴァス

デーヴァの姉。幼いころマハーラージャ・クンティボージャの養⼥になり、以来クンティー

と呼ばれるようになりました。人格主神がもつ「成功」の力の化身です。天界の上位にある

惑星の住人たちはよくクンティボージャの宮殿を訪ねていましたが、クンティーはその客人

たちをもてなす役をになっていました。聖者ドゥルヴァーサ・ムニという神秘家にも仕え、

誠実なかのじょの奉仕に満足したムニは、どのような半神でも望みどおりに呼びよせられる

マントラをさずけます。あるとき興味本位で太陽神を呼び、呼びかけに応じた太陽神はすぐ

に姿を現わし、かのじょとの関係を求めましたが、クンティーはその申し出を断わりました。

太陽神は、自分と関係をもっても処⼥を失うことはないと約束したため、かのじょは太陽神

の申し出を受けいれました。そしてクンティーは身ごもり、カルナが生まれます。太陽神の

恩寵によって、かのじょはふたたび処⼥になりましたが、両親を恐れ、生まれたばかりのカ

ルナを放棄しました。夫を選ぶとき、マハーラージャ・パーンドゥが夫になることを望みま

した。結婚後、パーンドゥは家族生活から離れて放棄階級になろうとします。クンティーは

反対しましたが、最後には、かのじょが夫にふさわしい人物たちを呼びよせて息子たちを授

かることを許しました。クンティーはその申し出を最初は断りましたが、パーンドゥが堅く

誓ったことから、最終的に同意しました。そしてドゥルヴァーサ・ムニから授かったマント

ラの力でダルマラージャを呼び、その結果ユディシュティラが生まれました。ヴァーユ（空

気）の神を呼び、ビーマが生まれました。天界の王インドラを呼び、アルジュナが生まれま

した。ほかの二人、すなわちナクラとサハデーヴァはパーンドゥがマードゥリーとのあいだ

にもうけた息子たちです。やがて、マハーラージャ・パーンドゥが若くして他界したとき、

クンティーはあまりの悲しみに気を失いました。二人の妻、すなわちクンティーとマードゥ
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リーは話しあい、クンティーが５人の幼いパーンドゥ兄弟を養うために生き残ることに決め、

マードゥリーは死んだ夫のあとを追って命を絶つサティーの儀式をし、他界しました。二人

の同意は、居合わせたシャタシュリンガを含む偉大な聖者たちによって認められています。 

 のちに、パーンダヴァ兄弟がドゥリョーダナの奸策のために王国から追放されたとき、ク

ンティーはかれらと行動をともにし、その苦難の日々を同じように堪え忍びました。森で暮

らしていたある日、悪魔の⼥性ヒディンバーがビーマを夫にほしいと申し出ます。ビーマは

断わりましたが、かのじょがクンティーとユディシュティラにすがると、二人はビーマに、

結婚して子をもうけるよう命じました。二人は結ばれてガトートゥカチャが生まれ、この子

は、父とともにカウラヴァ軍と勇敢に戦いました。またこういうことがありました。バカー

スラという悪魔に苦しめられていたブラーフマナの家で世話になっていたのですが、クンテ

ィーはビーマに、そのブラーフマナを守るためにバカースラを殺すよう命じました。またユ

ディシュティラに、パーンチャーラデーシャに行くよう勧めました。ドゥラウパディー（別

名パーンチャーリー）はこのパーンチャーラデーシャでアルジュナがめとったのですが、ク

ンティーの命令で、パーンダヴァ兄弟の５人全員がかのじょの夫になりました。５人のパー

ンダヴァ兄弟との結婚式にはヴャーサデーヴァも同席しています。クンティーデーヴィーは、

最初に産んだカルナを忘れることは決してなく、カルナがクルクシェートラの戦場で死ぬと

大いに嘆き悲しみ、５人の息子たちに、マハーラージャ・パーンドゥと結婚するまえに産ん

だ⻑男であることを打ち明けました。クルクシェートラの戦争が終わり、主が自分のふるさ

とに帰っていこうとするとき、クンティーは祈りをささげていますが、そのすばらしい内容

が残されています。のちに、ガーンダーリーとともに森に入り、きびしい苦行をしました。

食事は30日ごとに食べるだけで、やがて最後は深い瞑想に入り、山火事で焼死しました。 

 ドゥラウバディー。マハーラージャ・ドゥルパダのもっとも貞操深い息⼥で、インドラの

妻であるシャチーの化身とされています。マハーラージャ・ドゥルパダは、聖者ヤジャの指

揮下で盛大な供儀祭をおこないました。最初の供物をささげたときにドゥリシュタデュムナ

が産まれ、２番目の供物のときにドゥラウバディーが産まれました。ですからかのじょはド

ゥリシュタデュムナの妹であり、パーンチャーリーという名前でも知られています。５人の

パーンダヴァ兄弟はかのじょを共通の妻としてめとり、それぞれ息子を一人ずつ授かってい

ます。マハーラージャ・ユディシュティラはプラティビトゥ、ビーマセーナはスタソーマ、

アルジュナはシュルタキールティ、ナクラはシャターニーカ、サハデーヴァはシュルタカル

マーをそれぞれ授かりました。ドゥラウバディーはひじょうに美しい⼥性でしたが、その美

しさは義理の⺟であるクンティーに匹敵するほどでした。産まれるとき、どこからともなく

声が響き、「クリシュナーと呼ばれることになる」とお告げがありました。またそのとき、

多くのクシャトリヤを殺す、とも予言されています。シャンカラの祝福の力で、優れた質を

等しくそなえた５人の夫を授かりました。ドゥラウバディーはみずから婿選びの試合を用意
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し、全世界から王子や国王が招かれました。パーンダヴァ兄弟と結婚したのは森での追放生

活のときでしたが、国にもどってきたとき、マハーラージャ・ドゥルパダは兄弟たちに持参

金として莫大な冨を与えました。かのじょも、ドゥリタラーシュトラの義理の息⼥たちに暖

かく迎えられました。かのじょは賭博の賭け金になりましたが、夫が勝負に負けたあと無理

やり集会場に引きだされ、ビーシュマやドゥローナといった年⻑者のまえでドゥフシャーサ

ナによって裸にされそうになりました。主クリシュナの偉大な献愛者だったドゥラウバディ

ーは主に祈り、その祈りを聞いた主は、尽きることのない布となってかのじょのからだを包

み、かのじょは侮辱から救われたのでした。ジャタースラという名前の悪魔がかのじょを誘

拐したことがありましたが、２番目の夫・ビーマセーナが悪魔を殺し、救いました。かのじ

ょも自身も主クリシュナの恩寵をとおして、パーンダヴァ兄弟がマハルリシ・ドゥルヴァー

サに呪われるところを救っています。パーンダヴァ兄弟がヴィラータ王の宮殿に名を明かす

ことなく住んでいたとき、悪魔のキーチャカがドゥラウバディーの美しさに魅了されました

が、ビーマに殺され、かのじょは救われました。５人の息子をアシュヴァッターマーに殺さ

れたドゥラウバディーは嘆き悲しみました。人生を終えたのは、ユディシュティラたちと隠

棲の旅に出た途中です。ユディシュティラはかのじょの死亡の原因に説明していますが、か

れが天界の惑星に入ったとき、天上の幸運の⼥神としてドゥラウバディーが壮麗な姿となっ

て住んでいる様を見ました。 

 スバドゥラー。ヴァスデーヴァの娘、そして主クリシュナの妹です。ヴァスデーヴァの愛

しい娘であっただけではなく、クリシュナとバラデーヴァの愛しい妹でもありました。二人

の兄弟とこの妹は、プリーにある有名なジャガンナータ寺院で祭られており、いまでもその

寺院は毎日多くの巡礼者が訪れます。この寺院は、主が日食のときにクルクシェートラを訪

ね、そこでヴリンダーヴァナの住⺠たちと再会した出来事を追憶するために建てられたもの

です。このときのラーダーとクリシュナの出会いの話しは聞く者の涙をさそい、主シュリ

ー・チャイタンニャはラーダーラーニーを思う法悦境のなかで、主シュリー・クリシュナへ

の思いに没頭しています。アルジュナがドゥヴァーラカーにいたとき、スバドゥラーを⼥王

として迎えたいと思い、そのきもちを主クリシュナに伝えました。シュリー・クリシュナは、

兄の主バラデーヴァが別の場所でかのじょの結婚を進めていることを知っており、バラデー

ヴァの計画にそむくことを好まなかったため、アルジュナにスバドゥラーを誘拐するよう助

言します。こうして、結婚式の一行がライヴァタの丘に向かう途中、アルジュナはシュリー・

クリシュナの計画に従ってスバドゥラーを誘拐しました。シュリー・バラデーヴァは激怒し、

アルジュナを殺そうとしましたが、主クリシュナがアルジュナを許すよう説得します。こう

して、スバドゥラーはアルジュナと正式に結婚することができ、二人からアビマンニュが誕

生しました。アビマンニュは若くして死亡し、スバドゥラーの悲しみははかりしれないもの

でしたが、パリークシットが誕生したことを嬉しく思い、かのじょの悲しみは癒されました。 



 8 

第第第第５５５５節節節節    
    

Pa[TYauÂGMau" Pa[hzeR<a Pa[a<a& TaNv wvaGaTaMa( ) 
Ai>aSa(r)MYa iviDavTa( PairZv(r)ai>avadNaE" )) 5 )) 

    

pratyujjagmuù praharñeëa 

präëaà tanva ivägatam 

abhisaìgamya vidhivat 

pariñvaìgäbhivädanaiù 
    

 prati—〜に向かって ; ujjagmuù— 行った ; praharñeëa— 非常に喜んで ; präëam—命 ; 

tanvaù— 肉 体 の ; iva— 〜 の よ う に ; ägatam— 戻 っ た ; abhisaìgamya— 近 づ い て い る ; 

vidhi-vat—正式に; pariñvaìga—抱擁している; abhivädanaiù—お辞儀をして。 
    

 からだに命がもどってきたかのように、かれらはたいそう喜んでヴィドゥラに駆け寄った。

互いに抱擁し、お辞儀をしながら挨拶を交わした。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 意識がなければ手足は動きません。しかしその意識がもどってくれば、手足も感覚もふた

たび動きだし、からだの存在そのものが喜びに包まれます。カウラヴァ家の人々にとってか

けがえのないヴィドゥラが⻑く宮殿にいなかったことから、人々はそのあいだなにもしてい

ないような心境にありました。ヴィドゥラとの別れを強く感じていたかれらには、いま宮殿

にもどってきたかれを沸き立つような喜びに包まれて迎えたのでした。 

 

第第第第６６６６節節節節    
    

MauMaucu" Pa[eMabaZPaaEga& ivrhaETk-<#yk-aTara" ) 
raJaa TaMahRYaa& c§e- k*-TaaSaNaPairGa]hMa( )) 6 )) 

    

mumucuù prema-bäñpaughaà 

virahautkaëöhya-kätaräù 

räjä tam arhayäà cakre 

kåtäsana-parigraham 
    

 mumucuù—現われた; prema—愛情深い; bäñpa-ogham—感涙; viraha—別れ; autkaëöhya—

心配; kätaräù—悲しんで; räjä—ユディシュティラ王; tam—彼（ヴィドゥラ）に; arhayäm 

cakre—捧げた; kåta—〜の執行; äsana—座る場所; parigraham—〜の準備。 
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 ⻑かった離別の不安と悲しみを思いおこし、だれもが感極まってむせび泣いた。やがてユ

ディシュティラ王が、ヴィドゥラの座る場所を、そして歓待式の準備をした。 

 

第第第第７７７７節節節節    
    

Ta& >au¢-vNTa& ivé[aNTaMaaSaqNa& Sau%MaaSaNae ) 
Pa[é[YaavNaTaae raJaa Pa[ah Taeza& c é*<vTaaMa( )) 7 )) 

    

taà bhuktavantaà viçräntam 

äsénaà sukham äsane 

praçrayävanato räjä 

präha teñäà ca çåëvatäm 
    

 tam—彼 （ヴィドゥラ）に; bhuktavantam—彼に充分の食べさせたあと; viçräntam—休息

して; äsénam—座って; sukham äsane—快適な席に; praçraya-avanataù—本来非常に穏やかで

謙虚な; räjä—ユディシュティラ王; präha—話し始めた; teñäm ca—そして彼らによって; 

çåëvatäm—聞いて。 
    

 ヴィドゥラは心ゆくまで食べ、充分に休息をとったあと、ゆったりと席に座った。そして

王がヴィドゥラに話しかけ、集まった人々もその話しに耳を傾けた。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 ユディシュティラ王は客人を迎えることがひじょうに上手で、家族さえもその例にもれま

せんでした。ヴィドゥラは家族の人々に暖かく迎えられ、互いに抱擁したりお辞儀を交わし

たりしました。まず沐浴やすばらしい食事が用意され、そのあと充分に休む時間も提供され

ました。休息をとったあと、心地よさそうに席に座ったヴィドゥラに向かって、王が家族や

知人にこれまで起こったことを話し始めました。それが愛する友を迎える正しい方法です。

インドの道徳律によると、招かれた敵でさえも恐ろしい思いをしなくてすむように、適切に

もてなさなくてはなりません。 敵は自分の敵を恐れるものですが、敵を自宅に招いたとき、

その敵がこちらに恐怖心を感じないようもてなすべきです。これは、ある家庭に招かれた人

物は、その家庭の親戚のように迎えられるべきだということであり、この節のように、家族

の人たちすべての幸せを願っていたヴィドゥラの場合は言うまでもありません。こうして、

ユディシュティラ・マハーラージャはほかの家族たちのまえで、話しを始めたのでした。 
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第第第第８８８８節節節節    
    

YauiDaiïr ovac 
AiPa SMarQa Naae YauZMaTPa+aC^aYaaSaMaeiDaTaaNa( ) 

ivPaÓ<aaiÜzaGNYaadeMaaeRicTaa YaTSaMaaTa*k-a" )) 8 )) 
    

yudhiñöhira uväca 

api smaratha no yuñmat- 

pakña-cchäyä-samedhitän 

vipad-gaëäd viñägnyäder 

mocitä yat samätåkäù 
    

 yudhiñöhiraù uväca—マハーラージャ・ユディシュティラが言った; api—〜かどうか; 

smaratha—あなたは覚えている; naù—私達; yuñmat—あなたから; pakña—私達にへの鳥の羽

のような贔屓; chäyä—保護; samedhitän—あなたによって育てられた私達; vipat-gaëät—様々

な災難から; viña—毒を盛られることで; agni-ädeù—火を付けられることで; mocitäù—〜か

らの救い; yat—あなたがしたこと; sa—〜と共に; mätåkäù—私達の⺟。 
    

 マハーラージャ・ユディシュティラが言う。「叔父様。⺟を、そして私たちをありとあら

ゆる災難からいつも守っておられたことを、覚えておいででしょうか。あなたの寵愛があっ

たからこそ、私たちは毒や放火から守られたのです」 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 マハーラージャ・パーンドゥが若くして他界したため、未亡人となった⺟、そして幼い子

どもたちは、とくにビーシュマデーヴァやマハートマー・ヴィドゥラといった家族の年⻑者

たちに見守られる立場になりました。ヴィドゥラは、パーンダヴァ兄弟たちが置かれていた

政治的立場がよくわかっており、かれらを支えていたのです。ドゥリタラーシュトラもパー

ンドゥの幼い子たちを等しく世話していたのですが、パーンドゥの子孫の滅亡をもくろんで

いた一人であり、「国の支配者になるのは自分の息子たちだ」と考えていました。マハート

マー・ヴィドゥラは⻑男ドゥリタラーシュトラのこの策謀を見抜いていたので、ドゥリタラ

ーシュトラに誠実に仕えてはいたものの、息子たちだけに目をかける政治的画策を快く思っ

ていませんでした。だからこそ、なんとかしてパーンダヴァ兄弟と⺟を守ろうとしていたの

です。自分にとってはどちらも同じようにかわいい⻘年たちだったのですが、かれの愛情は

パーンダヴァ兄弟たちに向けられていました。そして、ドゥリョーダナが従兄弟たちを落と

しいれようとする良からぬ画策をきびしくとがめつつ、どちらの甥たちにも等しく愛情をか

けていました。そして、息子たちのはかりごとを煽る兄を厳しく戒めるいっぽうで、ぬかり
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なくパーンダヴァ兄弟の身を守ろうとしていました。宮殿内でヴィドゥラが見せていたこの

ような挙動から、かれがパーンダヴァたちをひいきにしていたことはだれの目にも明らかで

した。マハーラージャ・ユディシュティラはここで、ヴィドゥラが宮殿を離れて⻑い巡礼の

旅に出るまえに起こったできごとについて話しています。家族間で勃発したクルクシェート

ラの戦いという悲劇が終わったあとも、成⻑した甥たちに慈愛のまなざしを向けてくれてい

たことを、ヴィドゥラに思いおこさせていたのです。 

 クルクシェートラの戦いが始まるまえ、ドゥリタラーシュトラは秘密裏に甥たちを殺そう

と考えていました。そして、プローチャナに命じてヴァーラナーヴァタに家を建てさせ、そ

の家に自分の弟の家族たちをしばらく住まわせることにしました。 

 パーンダヴァ兄弟たちが、宮殿の人々とその地に向かおうとしていたとき、ヴィドゥラが

機転を利かせ、ドゥリタラーシュトラが密かに考えていた計画を知らせました。このときの

様子は『マハーバーラタ』（アーディ・パルヴァ 第114節）でくわしく述べられています。

ヴィドゥラはユディシュティラに遠回しに言います、「鉄やほかの材質ではない武器が、敵

を殺す鋭い武器となるだろう。そしてこの事実を知る者は殺されない」と。これは、パーン

ダヴァ兄弟たちは殺されるためにヴァーラナーヴァタに送られようとしている、という意味

で、ヴィドゥラはこうしてユディシュティラに、新しい家ではくれぐれも油断してはならな

い、と警告していたのです。またそれとなく火を引き合いに出して、「火が焼きつくすのは

肉体である。魂ではない。そして、魂を守る者は生き伸びる」と言います。クンティーは、

ヴィドゥラとマハーラージャ・ユディシュティラの謎めいたこの会話の意味がよくわからず、

なにを話していたのかあとで息子に聞くと、ユディシュティラは、「ヴィドゥラ様の話から

すると、私たちが行こうとしている家は火に包まれるのかもしれません」と答えました。や

がてヴィドゥラは変装してパーンダヴァ兄弟のまえに現われ、「新しいその家の掃除人が、

月が欠けて14日目に放火するだろう」、と知らせました。それがドゥリタラーシュトラの

たくらみでした。パーンダヴァ兄弟を⺟親もろとも殺そうとしていたのです。ヴィドゥラの

警告を聞いたパーンダヴァ兄弟は家の下に掘られたトンネルから脱出しました。家は火がつ

けられて焼け落ちましたが、かれらが逃れたことはドゥリタラーシュトラにはわからずじま

いでした。カウラヴァたちは、パーンダヴァ兄弟が焼け死んだと確信し、ドゥリタラーシュ

トラはかれらの葬式をしたあと祝杯をあげました。宮殿の人々は悲しみに打ちひしがれて喪

に服しましたが、ヴィドゥラだけは真相を知っていたため、涙を見せることはありませんで

した。パーンダヴァ兄弟がどこかで生き延びていることを知っていたのです。このような悲

惨なできごとがくり返し起こりましたが、そのたびにヴィドゥラはかれらを守り、そのいっ

ぽうでは兄のドゥリタラーシュトラが恐ろしい陰謀などくわだてることのないよう説得し

ていました。ヴィドゥラはこのようにパーンダヴァたちをいつも愛護していたのです。鳥が

羽の下で卵を守るように。 
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第第第第９９９９節節節節    

    

k-Yaa v*tYaa viTaRTa& vêriÙ" i+aiTaMa<@l/Ma( ) 
TaqQaaRiNa  +ae}aMau:YaaiNa  SaeivTaaNaqh  >aUTale/ )) 9 )) 

    

kayä våttyä vartitaà vaç 

caradbhiù kñiti-maëòalam 

térthäni kñetra-mukhyäni 

sevitänéha bhütale 
    

 kayä—それによって; våttyä—手段; vartitam—あなたはどのように暮らしたか; vaù—あな

た御自身; caradbhiù—旅していた間; kñiti-maëòalam—地上の各地で; térthäni—巡礼の地; 

kñetra-mukhyäni—主要な聖地 ; sevitäni—あなたによって仕えられた ; iha—この世界で ; 

bhütale—この惑星で。 
    

 各地を旅していたとき、どのように暮らしておられたのですか。どのような聖地や巡礼地

で奉仕をされていたのでしょうか。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 ヴィドゥラは、世帯者としての雑事、とくに政治的な陰謀からのがれるために宮殿を出て

いきました。すでに述べられたことですが、かれはドゥリョーダナから「シュードラの子」

と呼ばれて侮辱されました。自分の祖⺟について気軽に話されたその状況としては、とくに

場違いな話しではなかったのですが。ヴィドゥラの⺟はシュードラーニーでしたが、ドゥリ

ョーダナの祖⺟でもあり、祖⺟と孫のあいだでは軽い冗談は許されることもあります。しか

し、口にされたことがまぎれもない事実だったことから、ヴィドゥラには不快な冗談に思え、

まともに侮辱されたと受けとったのです。その思いゆえに、両親との関係を断ち切り、放棄

階級を受けいれる決意をしたのでした。このような準備段階をヴァーナプラスタ・アーシュ

ラマ、すなわち地上の聖地や巡礼地を旅するための隠遁生活といいます。インドの聖地とし

ては、ヴリンダーヴァナ、ハルドワール、ジャガンナータ・プリ−、プラヤーガなどがあり、

そこには偉大な聖者たちが数多く住み、精神的に高められる意欲を持つ人々が無料で食事が

できる施設が作られています。マハーラージャ・ユディシュティラは、ヴィドゥラがそのよ

うな無料の食堂（chatra・チャトゥラ）に頼っていたのかどうか知りたいと思っています。 

 

第第第第１０１０１０１０節節節節    

    

>aviÜDaa  >aaGavTaaSTaqQaR>aUTaa"  SvYa&  iv>aae ) 
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TaqQasku-vRiNTa TaqQaaRiNa SvaNTa"SQaeNa Gada>a*Taa )) 10 )) 
    

bhavad-vidhä bhägavatäs 

tértha-bhütäù svayaà vibho 

térthé-kurvanti térthäni 

sväntaù-sthena gadäbhåtä 
    

 bhavat—あなた自身; vidhäù—〜のような; bhägavatäù—献愛者達; tértha—巡礼地という聖

地; bhütäù—〜に変えて; svayam—個人的に; vibho—力強い方よ; térthé-kurvanti—巡礼地とい

う聖なる場所にする; térthäni—聖地; sva-antaù-sthena—心の中に位置されて; gadä-bhåtä—人

格主神。 
    

 主よ。あなたのような高尚な献愛者は聖地の権化でもあります。心の内に人格主神を胸に

いだいておられるからこそ、どのような場所でも聖地に変えてしまうのです。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 人格主神はさまざまな力をとおしてあらゆる場所に遍在しています。それは、電力が空間

全体に浸透している様に似ています。同じように、主が遍在していることは、電気が電球を

とおして現われているように、ヴィドゥラのような純粋で無垢な献愛者によって知覚され、

また表わされます。ヴィドゥラのような純粋な献愛者は、主の存在をいつでも、どこにでも

感じています。いっさい万物を主の力のなかに、主をいっさい万物のなかに見ることができ

るのです。地球各地の聖地は、主の無垢な献愛者の存在が作りだす精神的な力にあふれた環

境をとおして、人間のけがれた意識を清めるためにあります。聖地を訪れる人は、その地に

住む純粋な献愛者を探しもとめ、教えを授かり、その教えを実生活に応用し、やがて究極の

解放、すなわちふるさとへ、神のもとへ返る準備をしなくてはなりません。巡礼の聖地に行

くのは、ガンジス川やヤムナー川でただ沐浴したり、その地にたてられた寺院を訪ねたりす

るためではありません。人格主神に仕えることだけを生涯の望みとしているヴィドゥラの代

表者を見つけなくてはならないのです。人格主神は、果報的活動や夢物語の推論とは無縁の

純粋無垢な奉仕をしている純粋な献愛者といつも行動をともにしています。かれらは、とく

に聞いて唱えるという方法をとおして主に真実の奉仕をしています。そして、権威者から話

しを聞き、主の栄光を唱え、歌い、そして主の栄光について書きつづります。マハームニ・

ヴャーサデーヴァはナーラダから聞き、そして執筆をとおして唱えました。シュカデーヴ

ァ・ゴースヴァーミーは父親から学び、学んだことをパリークシットに説明しました。それ

が『シュリーマド・バーガヴァタム』を学ぶ方法です。ですから、主の純粋な献愛者は、自

分の行動をとおしてどのような場所でも巡礼地に変貌させることができ、その聖地はかれら
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がいるからこそ聖地と呼ばれるにふさわしい場所になります。その純粋な献愛者は、どれほ

どけがれきった場所でも神聖化させることができるのですから、聖地で聖職者の仕事をしな

がら、そしていかがわしいことをする不純な人間たちが不浄にしてしまった聖地も、純粋な

献愛者によって浄化されるのです。 

 

第第第第１１１１１１１１節節節節    
    

AiPa Na" SauôdSTaaTa baNDava" k*-Z<adevTaa" ) 
d*ía"  é[uTaa  va Yadv" SvPauYaa| Sau%MaaSaTae )) 11 )) 

    

api naù suhådas täta 

bändhaväù kåñëa-devatäù 

dåñöäù çrutä vä yadavaù 

sva-puryäà sukham äsate 
    

 api—〜の場所; naù—私達の; suhådaù—幸福を願う者達; täta—叔父; bändhaväù—友人達; 

kåñëa-devatäù—主シュリー・クリシュナへの奉仕にいつも没頭している者達; dåñöäù—彼ら

を見ることで; çrutäù—あるいは彼らについて聞くことで; vä—どちらか; yadavaù—ヤドゥ

家の末裔; sva-puryäm—住居の場所で; sukham äsate—彼らが幸せかどうか。 
    

 叔父様。ドゥヴァーラカーに行かれたのでしょう？ その聖地には、主シュリー・クリシ

ュナへの奉仕にいつも没頭している友や私たちの幸せを願うヤドゥ家の人々が住んでいま

す。あの方たちに会われ、あるいはあの方たちについて話しを聞かれたのではないでしょう

か。皆、幸せに暮らしているのでしょうか？ 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 この節にあるkåñëa-devatäù（クリシュナ・デーヴァターハ）という言葉は、主クリシュナへの奉

仕にいつも打ちこんでいる人々を指し、とても重要です。主クリシュナのこと、そして主ク

リシュナがくりひろげたさまざまな活動について聞くことに没頭しているヤーダヴァ家と

パーンダヴァ家の人々は、ヴィドゥラと同じように、すべて純粋な献愛者です。ヴィドゥラ

は主への奉仕に完全に身をゆだねるために宮殿を去ったのですが、かれらも主クリシュナへ

の思いに没頭していました。ですから、どちらの心にも純粋な献愛奉仕の気持ちが変わるこ

となく流れていたのです。家にとどまっていようと、あるいは家を出ていこうと、純粋な献

愛者のほんとうの資質とは、クリシュナを好意的に思っていることにあります。それはすな

わち、主クリシュナが絶対人格主神であることがよくわかっている境地です。カムサ、ジャ
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ラーサンダ、シシュパーラをはじめとする悪魔たちも、主クリシュナへの思いに没頭してい

ましたが、別の意味で、つまり敵意の目で、クリシュナを桁外れの力を持つ男としてしか見

ていませんでした。ですから、カムサやシシュパーラは、ヴィドゥラ、パーンダヴァ兄弟、

ヤーダヴァ家の人々のような純粋な献愛者と同じ状態にいたわけではありません。 

 マハーラージャ・ユディシュティラも、主クリシュナとドゥヴァーラカーに住む人々に思

いを馳せていました。その思いがなければ、ヴィドゥラからこのようなことを聞こうとはし

なかったはずです。ですからマハーラージャ・ユディシュティラは、王国にかかわる世事に

かかわってはいたものの、ヴィドゥラと同じような主クリシュナへの愛情をそなえていた人

物だったのです。 

 

第第第第１２１２１２１２節節節節    
    

wTYau¢-ae DaMaRraJaeNa Sav| TaTa( SaMav<aRYaTa( ) 
YaQaaNau>aUTa&  §-MaXaae ivNaa  Yaduku-l/+aYaMa( )) 12 )) 

    

ity ukto dharma-räjena 

sarvaà tat samavarëayat 

yathänubhütaà kramaço 

vinä yadu-kula-kñayam 
    

 iti—このように ; uktaù—尋ねられて ; dharma-räjena—ユディシュティラ王によって ; 

sarvam—すべて; tat—それ; samavarëayat—適切に説明した; yathä-anubhütam—自分が体験

したように; kramaçaù—次々に; vinä—〜抜きで; yadu-kula-kñayam—ヤドゥ家の消滅。 
    

 マハーラージャ・ユディシュティラに尋ねられたマハートマー・ヴィドゥラは、これまで

みずから体験してきたことすべてを語った。ヤドゥ家の消滅の知らせを除いて。 

 

第第第第１３１３１３１３節節節節    
    

NaNviPa[Ya&  duivRzh&  Na*<aa& SvYaMauPaiSQaTaMa( ) 
NaavedYaTa( Sak-å<aae du"i%TaaNa( d]íuMa+aMa" )) 13 )) 

    

nanv apriyaà durviñahaà 

nåëäà svayam upasthitam 

nävedayat sakaruëo 

duùkhitän drañöum akñamaù 
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 nanu—実際のところ; apriyam—受け入れがたい; durviñaham—耐えられない; nåëäm—人類

の ; svayam—それなりに ; upasthitam—出現 ; na—〜しなかった ; ävedayat—表現した ; 

sakaruëaù—情深い; duùkhitän—苦しんで; drañöum—見ること; akñamaù—〜できない。 
    

 情けぶかいマハートマー・ヴィドゥラは、パーンダヴァ兄弟が苦しむ様子は、どのような

ときでも目にしたくなかった。だから自然のなりゆきとして起こった、あの受けいれがたく、

そして耐えられないできごとをどうしても口にすることができなかったのである。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 『ニーティ・シャーストラ』（道徳律）では、人に苦痛をもたらす不快な事実を話しては

いけない、とされています。苦しみは自然界の法則のなりゆきで生じるものですから、その

ような情報を広めることで苦しみを増大させるべきではありません。ヴィドゥラのような慈

悲深い魂にとって、とりわけ愛するパーンダヴァ兄弟とかかわることでは、ヤドゥ家が滅亡

したという耐えがたい知らせは、どうしても口にすることができませんでした。だから、あ

えてその話しをしなかったのです。 

 

第第第第１４１４１４１４節節節節    
    

k-iÄTk-al/MaQaavaTSaqTSaTk*-Taae devvTSau%Ma( ) 
>a]aTauJYaeRïSYa  é[eYaSk*-TSaveRza&   Sau%MaavhNa( )) 14 )) 

    

kaïcit kälam athävätsét 

sat-kåto devavat sukham 

bhrätur jyeñöhasya çreyas-kåt 

sarveñäà sukham ävahan 
    

 kaïcit—数日間; kälam—時; atha—そのように; avätsét—住んだ; sat-kåtaù—もてなされて; 

deva-vat—まさに神聖な人物のように; sukham—快適さ; bhrätuù—兄弟の; jyeñöhasya—兄の; 

çreyaù-kåt—彼に善を施すために; sarveñäm—その他全員; sukham—幸福; ävahan—可能にし

た。 
    

 マハートマー・ヴィドゥラは、このように親族たちに神聖な人物のようにもてなされ、し

ばらくその地にとどまった。それはただ兄の心を改めるためであり、そうすることで周囲の

人々すべてに幸せをもたらすことができたからである。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 ヴィドゥラのような神聖な人物は、天国の住人のようにもてなさなくてはなりません。当

時は、天国の住人がマハーラージャ・ユディシュティラのような人物の家を訪れたり、また

アルジュナのように、上位の惑星を尋ねたりする人々もよくいました。ナーラダは物質宇宙

でも、また精神界にでさえ自由に往来のできる宇宙飛行士でした。ナーラダでさえマハーラ

ージャ・ユディシュティラの宮殿をよく来ることがあったのですから、天上界の半神が訪ね

てくるのはいうまでもありません。惑星間の旅行を可能にしてくれるのは、たとえ現在の肉

体を持っている状態であっても、精神的文化なのです。ですからマハーラージャ・ユディシ

ュティラは、半神を歓待するように、ヴィドゥラをもてなしたのでした。 

 マハートマー・ヴィドゥラはすでに放棄階級を受けいれていたため、世俗の慰安を楽しむ

ために両親の宮殿にもどることはありませんでした。マハーラージャ・ユディシュティラか

らのもてなしは、みずからの慈悲心から受けいれていたのですが、宮殿にとどまった理由は、

俗生活に強く執着しすぎていた兄のドゥリタラーシュトラを救うことにありました。マハー

ラージャ・ユディシュティラとの戦争が終わり、国も子どもも失ったかれは、あまりの虚脱

感のために、マハーラージャ・ユディシュティラからの施しや厚意に甘んじることに羞恥心

さえ感じていませんでした。マハーラージャ・ユディシュティラからしてみれば、叔父には

それ相応の世話をすることは妥当なふるまいだったのですが、ドゥリタラーシュトラがその

寛大さに甘んじるのは望ましいことではありません。ドゥリタラーシュトラはほかにすべは

ない、という思いで厚意を受けいれていたのです。ヴィドゥラはそんなドゥリタラーシュト

ラを目ざめさせるためにかれを訪ね、より高い精神的な理解をさずけようとしていました。

達観した魂の義務は堕落した魂を救うことにあり、ヴィドゥラはそのためにやってきたので

す。しかしまた、精神的な啓発に関する話しは聞く人々に力を与えるものであり、ヴィドゥ

ラは集まっていた家族たちすべての気持ちを引きつけ、かれらも喜びを感じながらじっと聞

きいっていました。これが精神的悟りの道です。その教えは傾注されなくてはなりませんし、

また悟った魂が語っている教えは、条件づけられた魂の眠っている心に訴えかけるのです。

そして、その教えを聞きつづけることによって、私たちは自己の悟りという完璧な境地に到

達することができるのです。 

 

第第第第１５１５１５１５節節節節    
    

Aib>a]dYaRMaa d<@& YaQaavdgak-airzu ) 
YaavÕDaar éUd]Tv& XaaPaaÜzRXaTa& YaMa" )) 15 )) 

    

abibhrad aryamä daëòaà 
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yathävad agha-käriñu 

yävad dadhära çüdratvaà 

çäpäd varña-çataà yamaù 
    

 abibhrat—管理した; aryamä—アリャマー; daëòam—処罰; yathävat—それが適切だったた

め; agha-käriñu—罪を犯した者達に; yävat—〜である間; dadhära—受け入れた; çüdratvam—

シュードラの神殿; çäpät—呪いの結果として; varña-çatam—100年間; yamaù—ヤマラージ

ャ。 
    

 ヴィドゥラがマンドゥーカ・ムニに呪われてシュードラとなり、シュードラとして生きて

いたあいだ、アリャマーがヤマラージャの職務をつとめ、罪を犯した者たちを罰していた。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 ヴィドゥラはシュードラの⼥性の体から誕生したため、兄弟のドゥリタラーシュトラやパ

ーンドゥとともに王室の一員として暮らすことができませんでした。ではなぜヴィドゥラは、

博識な王やクシャトリヤというドゥリタラーシュトラやマハーラージャ・ユディシュティラ

のような人々に教えを授ける立場になることができたのでしょうか。その答としてまず言え

るのが、確かにヴィドゥラはシュードラとして生まれた人物ではあっても、リシ・マイトゥ

レーヤの権威によって精神的啓発を受け、超越的な知識を完全に授かって世界を放棄したた

め、アーチャーリャ、すなわち精神的教師という地位につく充分な能力を備えていた、とい

う点です。シュリー・チャイタンニャ・マハープラブによれば、超越的な知識、すなわち神

の科学に精通している人物であれば、ブラーフマナやシュードラでも、世帯者でもサンニャ

ーシーでも、精神指導者になる資格があります。大政治家、そして道徳家でもあったチャー

ナキャ・パンディタが説いた一般的な道徳律によると、たとえシュードラにも劣る地位で生

まれた人物からでも、私たちは教えを受けいれることができます。これが最初の答です。さ

らに別の視点から、ヴィドゥラはほんとうはシュードラではなかった、という点が挙げられ

ます。マンドゥーカ・ムニに呪われたことで、いわゆるシュードラとして100年間生きなく

てはならなかったのです。ヴィドゥラは、12人のマハージャナの一人であるヤマラージャ

の化身であり、ブラフマー、ナーラダ、シヴァ、カピラ、ビーシュマ、プラフラーダなど、

気高い人物と同じレベルにいた人物です。ヤマラージャは、マハージャナの一人として、ナ

ーラダブラフマーやほかのマハージャナたちのように世界の人々に献愛奉仕の文化を説く

義務を持っていました。しかしヤマラージャは、悪事を働く者たちを冥界で罰する本務にい

つも追われています。かれは主によって地球から遠く離れたある惑星に遣わされ、堕落した

魂たちが死んだあと、かれらの罪なおこないに応じてそれぞれの罪を断罪し、その惑星に連

れていきます。このように、ヤマラージャには、犯罪者を罰する責任ある本務から離れる時
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間はほとんどありません。世界には、徳高い人間よりも悪事を働く人間のほうが多くはびこ

っています。ですからヤマラージャは、至高主の権威ある代表者であるほかの半神たちより

もはたすべき任務がたくさんあります。しかし、主の栄光を讃えたいと考えたヤマラージャ

は、主の意志によってマンドゥーカ・ムニに呪われ、ヴィドゥラという化身となってこの世

界に現われ、偉大な献愛者として懸命に活動しました。そのような献愛者がシュードラやブ

ラーフマナであるはずがありません。俗世界の区分けを超えているのです。いわば、人格主

神が豚の姿で化身しても、その正体は豚でもブラフマーでもないのと同じです。主は、俗世

界のすべての生き物を超えた存在です。主と、主の権威あるさまざまな献愛者たちは、条件

づけられた魂たちの注意を喚起するために、ときとして数多くの下等な生き物としての役割

を演じることがありますが、主も純粋な献愛者も、つねに超越的な境地にいます。ヤマラー

ジャがこのようにヴィドゥラとなって化身したとき、その職務はカッシャパとアディティの

息子たちの一人であるアリャマーによって遂行されました。アーディテャとはアディティの

子どもたちで、12人のアーディテャがいます。アリャマーは12人のアーディテャの一人で

したから、ヤマラージャがヴィドゥラとして100年間職務を離れているあいだ任務を代行す

るにふさわしい人物でした。結論として言えるのは、ヴィドゥラはシュードラでは決してな

く、もっとも純粋なブラーフマナよりも偉大な人物だった、という事実です。 

 

第第第第１６１６１６１６節節節節    
    

YauiDaiïrae l/BDaraJYaae d*îa PaaE}a& ku-l/NDarMa( ) 
>a]aTa*i>al/aeRk-Paal/a>aEMauRMaude    ParYaa    ié[Yaa )) 16 )) 

    

yudhiñöhiro labdha-räjyo 

dåñövä pautraà kulan-dharam 

bhrätåbhir loka-päläbhair 

mumude parayä çriyä 
    

 yudhiñöhiraù—ユディシュティラ; labdha-räjyaù—世襲の王国を所有している; dåñövä—見

ることで; pautram—孫; kulam-dharam—王家にまさにふさわしい; bhrätåbhiù—兄弟達によ

って; loka-päläbhaiù—全員が熟達した行政者である者; mumude—生活を満喫した; parayä—

非凡な; çriyä—富。 
    

 マハーラージャ・ユディシュティラは、自分の王国を所有し、高貴な家族の伝統を継ぐに

ふさわしい一人の孫の誕生に恵まれ、一般市⺠を治める熟達した行政官揃いの弟たちと協力

しあいながら国を統治し、非凡な冨を満喫した。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 マハーラージャ・ユディシュティラとアルジュナは、クルクシェートラの戦いが始まるま

えから仲間たちと戦いを交えることに心を痛めていたのですが、義務をはたすためにもその

戦いは避けられませんでした。それが主シュリー・クリシュナの至高の意志だったからです。

戦いが終わったあとも、大勢の人々が殺されたことをマハーラージャ・ユディシュティラは

悲しんでいました。まさに、パーンダヴァ兄弟以外にクル家を継承させる人々はいなかった

のです。ただ一つ残されていた希望が義理の娘ウッタラーのおなかにいた子で、アシュヴァ

ッターマーに襲われたものの主の恩寵でその子は救われました。こうして混乱していた状況

をすべて解決させ、国に平和な秩序をもたらしたあと、生き残った子、つまりパリークシッ

トを見るマハーラージャ・ユディシュティラの心は満たされ、たとえ幻想ではかない物質的

な幸福に魅力は感じてはいなかったものの、ふつうの人として安らぎの気持ちを味わったの

でした。 

 

第第第第１７１７１７１７節節節節    
    

Wv&  Ga*hezu Sa¢-aNaa& Pa[MataaNaa& TadqhYaa ) 
ATYa§-aMadivjaTa" k-al/" ParMaduSTar" )) 17 )) 

    

evaà gåheñu saktänäà 

pramattänäà tad-éhayä 

atyakrämad avijïätaù 

kälaù parama-dustaraù 
    

 evam—このように; gåheñu—家族の物事の中で; saktänäm—過度に執着している人々の; 

pramattänäm—異常に執着している; tat-éhayä—そのような思いに没頭して; atyakrämat—超

えた; avijïätaù—知らないうちに; kälaù—永遠な時; parama—非常に; dustaraù—克服できな

い。 
    

 だれも克服できない永遠なる「時」は、家族の雑事にあまりに執着し、その思いにいつも

没頭している者を、知らぬまに屈服させている。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 「私は幸せだ。私にはすべてが揃っている。銀行にも充分な預金がある。我が子たちにも

充分な財産を与えることができる。私は成功したのだ。哀れな物もらいのサンニャーシーは

神にすがっているが、私のところに寄付を乞いに来るではないか。だから私は最高の神さえ
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凌ぐ人間なのだ」。これが、永遠の時の移り変わりを見ることのできない、異常に執着した

世帯者たちの考えです。人の寿命はすでに定められており、至高の意志に命じられて決定さ

れた時に反して１秒たりとも延ばすことはできません。そのような貴重な時は、とくに人間

のために用意されていますから、注意深く使わなくてはなりません。なぜなら、知らぬまに

過ぎていく時がたった１秒であっても、重労働の結果で得る何千枚もの金貨と交換しても取

りかえすことはできないからです。人間生活の毎瞬間が、840万種の生物種の循環で誕生と

死をくり返す人生の問題に終止符を打つためにあります。誕生、死、病気、老年に縛られる

物質の体は、生命体のすべての苦しみの原因なのですが、生命体そのものは永遠です。生ま

れることも、死ぬこともありません。愚かな人々はこの問題を忘れています。人々は人生の

問題をどう解決するのかまったく知らないのに、生老病死という大きな問題を解決させるこ

となく、永遠な時が知らぬまに過ぎて定められた寿命が刻一刻と減っていくことを知らず、

家族にかかわる一時的な物事に没頭しきっています。これが幻想です。 

 しかしその幻想も、主に献愛奉仕をして目覚めている人のなかで機能することはできませ

ん。ユディシュティラ・マハーラージャを筆頭とするパーンダヴァ兄弟たちは主シュリー・

クリシュナへの奉仕に没頭しており、物質界にあるまぼろしの幸せに心を奪われることはほ

とんどありませんでした。これまで話し合ってきたように、マハーラージャ・ユディシュテ

ィラの心は主ムクンダ（解放を授けることのできる主）に定められていましたから、天国で

手に入れられるほどの快適な生活にでさえ魅了されませんでした。ブラフマローカ惑星で得

られる幸せも結局は一時的で幻想だからです。生命体は永遠ですから、神の王国という永遠

な住居（パラヴョーマ）だけでしか幸福にはなれません。その国に行く人は、誕生、死、病

気、老年がくり返されるこの物質界に戻ってくることはありません。ですから、どれほど快

適な生活をおくったり物質的な幸せを感じたりしても、それが永遠な生活を保証してくれな

いのであれば、永遠な生命体にとってはどれも幻想にすぎません。この事実をしっかり理解

している人こそが賢いのであり、そのような博識な人物は、ほんとうに望ましい目標である

ブラフマ・スカン（brahma-sukham）「絶対的な幸福」を得るためであれば、どれほどの

物質的幸福でも犠牲にすることができます。真の超越主義者はこの幸福に飢えています。お

なかをすかした人は食べ物が食べられない快適な生活では幸福になれないように、永遠で絶

対的な幸福に飢えている人は、物質的な幸福をどれほど与えられても満足することはありま

せん。ですから、この節で述べられている教えはマハーラージャ・ユディシュティラ、その

兄弟や⺟親に向けられているのではなく、ヴィドゥラがとくに教えを授けるためにやってき

た相手、すなわちドゥリタラーシュトラのような人々に用意されているのです。 

 

 

 



 22 

第第第第１８１８１８１８節節節節    
    

ivdurSTadi>aPa[eTYa    Da*Taraí¥Ma>aazTa ) 
raJaiàGaRMYaTaa& Xaqga]& PaXYaed& >aYaMaaGaTaMa( )) 18 )) 

    

viduras tad abhipretya 

dhåtaräñöram abhäñata 

räjan nirgamyatäà çéghraà 

paçyedaà bhayam ägatam 
    

 viduraù—マハートマー・ヴィドゥラ; tat—それ; abhipretya—そのことをよく知っている; 

dhåtaräñöram—ドゥリタラーシュトラに; abhäñata—言った; räjan—王よ; nirgamyatäm—すぐ

に出てください; çéghram—一刻も遅れることなく; paçya—よく見つめよ; idam—この; 

bhayam—恐れ; ägatam—すでに到来している。 
    

 マハートマー・ヴィドゥラにはそれがよくわかっていた。だからドゥリタラーシュトラに

言ったのである。「王よ、すぐにここから出てください。一刻の猶予も許されません。恐怖

心にとりつかれている自分をよく見つめるのです」と。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 冷酷な死はだれも容赦しません。ドゥリタラーシュトラであろうと、マハーラージャ・ユ

ディシュティラであろうと。ですから、年老いたドゥリタラーシュトラに授けられたように、

精神的なこの教えは若いマハーラージャ・ユディシュティラにもあてはまることでした。実

際、国王やその兄弟や⺟親を含む宮殿にいただれもが、ヴィドゥラの話しに真剣に聴きいっ

ていました。しかしヴィドゥラの教えは、あまりにも物質的になっていたドゥリタラーシュ

トラのために授けられていました。この節にあるräjan（ラージャン）は、特に重大な意味をこ

めてドゥリタラーシュトラに向けられています。ドゥリタラーシュトラは⻑男だったため、

ハスティナープラの王として王座を受け継ぐはずでした。しかし盲目として生まれたことか

ら、その正当な主張ができない立場にありました。こうして自分の不遇を嘆いていたのです

が、その嘆きは、弟のパーンドゥが死ぬことで償われることになります。弟パーンドゥは幼

い子どもたちを残して他界しており、自然に、ドゥリタラーシュトラは彼らを守る立場に置

かれました。ところが、内心では自分が国王になり、その国をドゥリョーダナを筆頭とする

我が子たちに受け継がせたいと考えていました。王座への野心を胸に秘めたドゥリタラーシ

ュトラは、国王になるため、義理の兄弟であるシャクニと結託してあらゆる奸策をめぐらし

ました。しかしすべてが主の意志で挫折し、人生の終末を迎えようとしていたのですが、人
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も財産もすべて失ったというのに、マハーラージャ・ユディシュティラの最年⻑の叔父だっ

たことから、国王の座にしがみついていました。マハーラージャ・ユディシュティラは、義

務としてドゥリタラーシュトラを名誉ある王として養い、ドゥリタラーシュトラも、自分は

国王である、あるいはユディシュティラ王の名誉ある叔父である、という幻想をいだきなが

ら、残された限りある日々を安穏とすごしていました。ヴィドゥラは、聖者の立場として、

そして愛情を寄せるドゥリタラーシュトラの弟として、病と老年という眠りからなんとかし

てドゥリタラーシュトラを目覚めさせなくてはならない、という責任を感じていました。だ

からこそヴィドゥラはドゥリタラーシュトラに皮肉をこめて、実際はそうではなかったので

すが、「王よ」と呼びかけたのです。だれもが永遠なる「時」の召使いですから、物質界で

はだれも王になることはできません。王、とは、命令を下すことのできる人物です。名高い

イギリス国王は時の流れに命令したかったのですが、時の流れはその命令を拒みました。で

すから私たちは物質界のなかで偽りの国王として生きているのであり、ドゥリタラーシュト

ラも、そのような偽りの地位のことを、そしてその時すでに迫っていた恐ろしい現実を迎え

なくてはならないことを告げられたのです。ヴィドゥラは、刻々と迫ってくるその恐ろしい

瞬間からドゥリタラーシュトラが救われるよう、すぐにここから立ち去るように、と言い放

ちました。その思いが向けられたのはマハーラージャ・ユディシュティラではありません。

ヴィドゥラは、マハーラージャ・ユディシュティラがこのもろい物質界の恐ろしさ知ってい

ることも、やがて自分がいなくなった未来でも、ユディシュティラが自分なりに正しく対応

できることもよくわかっていました。 

 

第第第第１９１９１９１９節節節節    
    

Pa[iTai§-Yaa  Na  YaSYaeh  ku-TaiêTk-ihRicTPa[>aae ) 
Sa Wz >aGavaNa( k-al/" SaveRza& Na" SaMaaGaTa" )) 19 )) 

    

pratikriyä na yasyeha 

kutaçcit karhicit prabho 

sa eña bhagavän kälaù 

sarveñäà naù samägataù 
    

 pratikriyä—救済対策; na—なにもない; yasya—それの; iha—この物質界で; kutaçcit—どう

しても ; karhicit—あるいは誰によっても ; prabho—主人よ ; saù—それ ; eñaù—明確に ; 

bhagavän—人格主神; kälaù—永遠なる時; sarveñäm—すべての; naù—我々の; samägataù—到

着した。 
    

 この恐ろしい状況は、物質界にいるだれであっても改善することはできません。主人よ、
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私たち全員に切迫しているのは、永遠なる時（カーラ・käla）という最高人格主神なのです。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 死という過酷な手を阻止できる優れた力はどこにもありません。どれほど激しい身体上の

苦痛にさいなまれていても、だれも死にたいとは思いません。いわゆる科学的知識が発達し

ている現代でも、老年や死を解決できる治療法はありません。老年とは、残酷な時によって

暗示されている死の到来の予告です。これがドゥリタラーシュトラの前に示されました。ド

ゥリタラーシュトラは以前から何度もヴィドゥラに命令をしていたことから、いま差し迫っ

ている恐ろしい状況に対する解決策をヴィドゥラに尋ねるかもしれないからです。しかしド

ゥリタラーシュトラがそう命じる前に、ヴィドゥラのほうから、だれもその治療法を示すこ

とはできないし、物質界のどこにもその治療法は見つからない、と知らせました。そして、

そのようなものは物質界には存在しないことから、死とは最高人格主神そのものであり、そ

れは主自ら『バガヴァッド・ギーター』（第10章・第34節）によって言われていることで

す。 

 死はだれも止めることはできませんし、物質界にあるどのようなものでも止めることはで

きません。ヒラニャカシプは不死身になろうとし、全宇宙を震撼させるほどの厳しい苦行を

したためブラフマー自身が彼を訪れ、その厳しい修行を思いとどまらせようとしました。ヒ

ラニャカシプはブラフマーに不死身の祝福を授けてくれるよう求めましたが、ブラフマーは、

自分でさえ、また宇宙の頂点の惑星にいても死ぬのだから、不死身の恩恵を授けることなど

できようか、と答えます。この宇宙の頂点にある惑星ででさえ死は免れないのですから、ブ

ラフマーが住むブラフマローカよりも遙かに質的に劣る他の惑星で不死身になれるわけが

ありません。永遠の時が影響を及ぼしている場所には、生老病死という一連の苦境も必ずあ

り、またその苦境はだれも克服することができません。 

 

第第第第２０２０２０２０節節節節    
    

YaeNa  cEvai>aPaàae_Ya&   Pa[a<aE"  iPa[YaTaMaEriPa ) 
JaNa" SaÛae ivYauJYaeTa ik-MauTaaNYaEDaRNaaidi>a" )) 20 )) 

    

yena caiväbhipanno 'yaà 

präëaiù priyatamair api 

janaù sadyo viyujyeta 

kim utänyair dhanädibhiù 
    

 yena—そのような時に引かれて ; ca—そして ; eva—確かに ; abhipannaù—襲われて ; 
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ayam—これ; präëaiù—命と共に; priya-tamaiù—だれにも大切なもの; api—〜ではあるが; 

janaù—人物; sadyaù—すぐに; viyujyeta—放棄する; kim uta anyaiù—他の物事は言うまでも

ない; dhana-ädibhiù—富、名誉、子ども、土地、家のようなもの。 
    

 至上のカーラ（永遠なる時）にもてあそばされている者はだれであろうと、自分にとって

かけがいのないものを捨てることを余儀なくされるのですから、富、名声、子ども、家庭な

ど、どのような財産でも手放さなくてはならないのです。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 ある有名なインド人の科学者は、計画策定の勤めに多忙な日々をすごしていたのですが、

ある重要な計画委員会の会議に出席する途中、突然、姿なき永遠な時に襲われ、命、妻、子

どもたち、家、土地、財産などすべてを手放すはめになりました。インドでの政治的動乱期

では、インドがパキスタンとヒンドゥスタンに分割され、時代という力によって、裕福で影

響力のあった多くのインド人が命や財産や名誉を捨てる羽目に陥りましたが、このような例

は世界の、いや宇宙の歴史に幾度となく起こったことであり、どれも時の影響力が現われた

ものです。ですから、結論として言えるのは、時の力に対抗できる力を持つ生命体は宇宙に

はいない、ということです。時の力によって宇宙では何度も荒廃が起こり、それはどのよう

な方法を使っても、だれも止めることができませんでした。日々の生活のなかでも、私たち

にはなすすべのない多くの出来事が繰りかえし起こっていますが、対策を講ずることができ

ないまま、苦しみ、そして耐えなくてはなりません。それが時の力の結果なのです。 

 

第第第第２１２１２１２１節節節節    
    

iPaTa*>a]aTa*SauôTPau}aa  hTaaSTae ivGaTa& vYaMa( ) 
AaTMaa c JarYaa Ga]STa" ParGaehMauPaaSaSae )) 21 )) 

    

pitå-bhrätå-suhåt-puträ 

hatäs te vigataà vayam 

ätmä ca jarayä grastaù 

para-geham upäsase 
    

 pitå—父親; bhrätå—兄弟; suhåt—幸福を願う人々; puträù—息子達; hatäù—全員死んで; 

te—あなたのもの; vigatam—費やした; vayam—年齢; ätmä—体; ca—もまた; jarayä—病弱に

なって; grastaù—征服されて; para-geham—他人の家; upäsase—あなたは暮らしている。 
    

 あなたの父上、兄弟、幸福を願う人々、息子たちは、すでに他界してこの世にはおりませ
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ん。あなた自身も生涯の大半を使い果たし、その体もいまや病弱となり、そして他人の家に

住んでいます。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 ドゥリタラーシュトラ王は、冷酷な時に操られている現在の危機的境遇を知らされ、これ

までの体験に照らして、自分の生涯に起こった出来事をもっと知的に見つめるべきだったこ

とを思い知らされています。父ヴィチトゥラヴィーリャは他界して久しく、彼や弟たちが幼

かったころ、自分たちが成⻑できたのはビーシュマデーヴァの世話と優しさのおかげでした。

そして弟のパーンドゥも死にます。次にクルクシェートラの戦いで、自分の幸せを望んでく

れるビーシュマデーヴァ、ドローナーチャーリャ、カルナ、その他多くの王と友人が、さら

には100人の息子たちも戦死しました。こうして仲間も財産もすべて失い、いまでは、それ

までさんざん苦しめてきた甥の情けにすがって暮らしているのです。それでも王は、これほ

ど不運な境遇にありながら、もっともっと生き延びたいと考えていたのです。ヴィドゥラが

ドゥリタラーシュトラに知らせたかったのは、だれであろうと、自分の行動と主の慈悲によ

って自分を守らなくてはならない、ということです。結果は至上の権威者にゆだね、自分の

義務を忠実に果たさなくてはなりません。至高主に守られていない人は、どのような友も、

子どもも、父親も、兄弟も、国も、だれであろうと守ることはできません。ですから、私た

ちは至高主の保護を求めなくてはなりません。人間生活はその保護を得るためにあるのです。

ドゥリタラーシュトラは自分が置かれている危機的状況を思い知らされ、その警告の言葉が

ヴィドゥラによって続けられます。 

 

第第第第２２２２２２２２節節節節    
    

ANDa"  PaurEv  viDarae MaNdPa[jaê SaaMPa[TaMa( ) 
ivXaq<aRdNTaae MaNdaiGan" SaraGa" k-f-MauÜhNa( )) 22 )) 

    

andhaù puraiva vadhiro 

manda-prajïäç ca sämpratam 

viçérëa-danto mandägniù 

sarägaù kapham udvahan 
    

 andhaù—盲目の; purä—最初から; eva—確かに; vadhiraù—耳が遠い; manda-prajïäù—記

憶力の欠如; ca—そして; sämpratam—最近; viçérëa—抜けている; dantaù—⻭; manda-agniù—

肝臓の機能が減退している; sa-rägaù—音と共に; kapham—咳をして痰をたくさん出してい

る; udvahan—出ている。 
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 あなたは生まれたときから目が見えず、最近は耳も遠くなっている。物覚えはひどくなり、

理解力も衰えている。⻭は抜け、肝臓の機能は減退し、咳きこんで痰をたくさん出しておら

れる。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 ドゥリタラーシュトラの体にはすでに老年の兆しが現われており、迫っている死期を警告

するためにその症状が一つ一つ指摘されているのですが、愚かなことに、ドゥリタラーシュ

トラは自分の未来を心配することはまったくありませんでした。ドゥリタラーシュトラの身

体についてヴィドゥラが指摘した兆候をapakñaya（アパクシャヤ）といい、これは死という最

期の一撃の直前に現われる肉体の縮小を指します。肉体は誕生し、発育し、留まり、他の肉

体を作り、減少し、そして消滅します。しかし愚かな人々は、いつかは消滅する体を不滅に

しようとし、財産、子ども、社会、国などが自分を守ってくれる、と考えています。そのよ

うな愚かな考えに支えられた彼らは、はかない体を捨てて新しい体に入り、そして新しい社

会、友人関係、愛情関係を築き、ふたたびその関係を捨てる羽目に陥ることをすっかり忘れ、

束の間の仕事に追われています。自分の永遠な正体を忘れ、その場限りの仕事のために必死

に働き、一番大切な義務を忘れ去ってしまった愚かな状態にあるのです。神聖な気質をそな

えた人物やヴィドゥラのような聖者は、そのような愚かな人々に向かって現実を説いて気づ

かせようとするのですが、人々はサードゥや聖者を社会の寄生虫のように考え、彼らの神聖

な言葉に耳を傾けることを拒否します。見せかけのサードゥや、物欲を満たしてくれるいか

にも聖者風の人間たちは歓迎するというのに。ヴィドゥラはドゥリタラーシュトラの間違っ

た感情を喜ばせるような聖者ではありません。現実をありのままに正しく指摘していたので

あり、その話に耳を傾けることで私たちは大きな不幸から救われるのです。 

 

第第第第２３２３２３２３節節節節    
    

Ahae MahqYaSaq JaNTaaeJas„ivTaaXaa YaQaa >avaNa( ) 
>aqMaaPaviJaRTa&    iPa<@Maadtae   Ga*hPaal/vTa( )) 23 )) 

    
aho mahéyasé jantor 

jévitäçä yathä bhavän 

bhémäpavarjitaà piëòam 

ädatte gåha-pälavat 
    
 aho—ああ; mahéyasé—力強い; jantoù—生命体達の; jévita-äçä—生活への希望; yathä—〜と

同じの; bhavän—あなたは〜である; bhéma—ビーマセーナ（ユディシュティラの兄弟）の; 
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apavarjitam—残り物; piëòam—食べ物; ädatte—〜に食べられた; gåha-päla-vat—飼われてい

る犬のように。 
    
 ああ、生き続けようとする生命体の望みのなんと強いことか。まさに、あなたは飼い犬の

ように生きながらえ、ビーマが食べ残した食物を食べているのです。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    
 サードゥたるもの、王や裕福な人々に取りいって快適な生活を保証してもらおうなどと思

うべきではありません。サードゥは人生の赤裸々な真理を世帯者に説き、彼らが物質存在と

いう危険な生涯に目覚めるよう導かなくてはなりません。ドゥリタラーシュトラは、家庭生

活に執着している高齢者の典型と言えます。無一文になったというのに、パーンダヴァ兄弟

の家で快適に暮らそうとしていました。兄弟たちのなかで特にビーマの名前が挙げられてい

ます。これは、ドゥリタラーシュトラの息子たちのなかでも筆頭のドゥリョーダナとドゥフ

シャーサナという悪名高く、また極悪非道な行ないをし、そして特にドゥリョーダナには可

愛い存在だった二人を、ビーマが殺していたからです。なぜドゥリタラーシュトラはパーン

ダヴァ兄弟の家に住んでいたのでしょうか。それは、たとえそれほどの屈辱を味わおうとも、

ただ快適に暮らし続けたいという思いゆえのことでした。だからこそヴィドゥラは、生き続

けようとする感情の強さに驚いたのです。どうしても生きたいと思うこの感情は、生命体は

永遠に生きようとする生き物であり、肉体という住み家を変えたくないと思っていることを

示しています。愚かな人は、一定の拘束期間に耐えるために特定の肉体存在期間が与えられ

ることも、そして無数の誕生と死を繰り返したあとに人間の体が与えられ、それは自己を悟

ったふるさとへ、神の元に帰る絶好の機会であることも知りません。しかしドゥリタラーシ

ュトラのような人々は、物事を正しく見ることができないために、利益も興味も満たされる

快適な生活環境を得るために計画を立てようとします。ドゥリタラーシュトラは盲目で、ど

れほどの逆境にあっても快適に暮らす希望を抱いていました。ヴィドゥラのようなサードゥ

は、そのような盲目の人々を目覚めさせ、彼らを永遠な生活ができるふるさとへ、神の元へ

返すために存在しています。ひとたびその地へ戻った人は、苦しみに満ちたこの物質界に戻

りたいとは思いません。マハートマー・ヴィドゥラのようなサードゥにどれほど重大な責任

が託されているのか、容易に想像できます。 

 

第第第第２４２４２４２４節節節節    
    

AiGaniNaRSa*íae  dtaê Garae daraê dUizTaa" ) 
ôTa& +ae}a& DaNa& Yaeza& TaÕtaErSaui>a" ik-YaTa( )) 24 )) 
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agnir nisåñöo dattaç ca 

garo däräç ca düñitäù 

håtaà kñetraà dhanaà yeñäà 

tad-dattair asubhiù kiyat 
    

 agniù—火; nisåñöaù—付けた; dattaù—与えられた; ca—そして; garaù—毒; däräù—結婚し

た妻 ; ca—そして ; düñitäù—侮辱した ; håtam—強奪した ; kñetram—王国 ; dhanam—富 ; 

yeñäm—彼らの 

もの; tat—彼らの; dattaiù—〜に与えられた; asubhiù—暮らしている; kiyat—不必要である。 
    

 放火や毒で殺そうとした相手の情けにすがって生きるというみじめな生活をする必要が

どこにありましょう。あなたは、彼らの妻の一人を侮辱し、彼らの王国や富を強奪したので

す。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 ヴァルナーシュラマ宗教の制度は、生活の一部を、完全な自己の悟りと人間生活における

解放達成のために使うよう用意されています。それがヴェーダに定められた生活区分ですが、

ドゥリタラーシュトラのような人々は、見る影もない老年期に及んでも、敵の情けを受けな

がらみじめな生活をしてでも家庭にとどまりたいと考えます。5,000年前に一人のドゥリタ

ラーシュトラが生きていました。ところがいまではどの家にもドゥリタラーシュトラがいま

す。特に政治家は、無慈悲な死や敵対する政治勢力に殺されたり引きずり下ろされたりしな

ければ、政治活動から身を引こうとしません。人間の生活の最後の最後まで家族生活にしが

みつくのは、もっともひどく堕落した暮らしであり、ヴィドゥラがそのようなドゥリタラー

シュトラたちに教えを授けるのは、現代にも必要なことなのです。 

 

第第第第２５２５２５２５節節節節    
    

TaSYaaiPa Tav dehae_Ya& k*-Pa<aSYa iJaJaqivzae" ) 
ParETYaiNaC^Taae  Jaq<aaeR  JarYaa vaSaSaq wv )) 25 )) 

    

tasyäpi tava deho 'yaà 

kåpaëasya jijéviñoù 

paraity anicchato jérëo 

jarayä väsasé iva 
    

 tasya—これの; api—〜にもかかわらず; tava—あなたの; dehaù—肉体; ayam—これ; 
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kåpaëasya—けちな; jijéviñoù—生活を望むあなたの; paraiti—縮小するだろう; anicchataù—好

まなくても; jérëaù—劣化して; jarayä—古い; väsasé—衣服; iva—〜のように。 
    

 たとえあなたが死を望まずとも、名誉と威信を犠牲にして生きながらえようと望んでも、

そのみすぼらしい肉体は、古い衣服のように確実に縮み、そして衰えていくのです。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 この節のkåpaëasya jijéviñoù（クリパナッシャ ジジーヴィショーホ）は重要です。２種類の人間が

います。一方はクリパナ、片方はブラーフマナです。クリパナ・けちな人間は、自分の肉体

を見きわめることができませんが、ブラーフマナは自分自身と肉体を正しく見きわめていま

す。クリパナは自分の体を間違って評価しているため、最大限の力を駆使して感覚満足を楽

しもうとしており、老人になっても、医療や他の方法に頼って若返りたいと思っています。

ドゥリタラーシュトラはここでクリパナと呼ばれていますが、それは、自分の肉体を正しく

見ずに、是が非でも生き続けたい、と思っているからです。ヴィドゥラは、定められた寿命

より⻑くは生きられないこと、そして死ぬ準備をすべきことを教えてドゥリタラーシュトラ

の目を開けようとしています。死は避けられないのですから、自尊心をかなぐり捨ててまで

生きようとしてなんになるというのでしょう？ 死を覚悟で、正しい道を選ぶべきなのです。

人間生活は、物質存在にあるすべての苦しみを終わらせるためにあり、その望ましいゴール

に到達するために人生を調整しなくてはなりません。ドゥリタラーシュトラは間違った人生

の観念を持っていたために、自分に用意された活力の80パーセントはすでに使いはたして

いるのですから、無駄に過ごしてきた人生の残りの日々を窮極の善のために使うべきです。

無駄に使われたそのような人生は「けちな生涯」と呼ばれます。人間生活の利点を正しく活

用しなかったからです。けちな人間がヴィドゥラのような自己を悟った人物に巡り会うのは

まさに幸運にほかならず、その教えを授かることで、物質存在の闇を取り除くことができま

す。 

 

第第第第２６２６２６２６節節節節    
    

GaTaSvaQaRiMaMa&  deh&  ivr¢-ae  Mau¢-bNDaNa" ) 
AivjaTaGaiTaJaRùaTa( Sa vE Daqr odaôTa" )) 26 )) 

    
gata-svärtham imaà dehaà 

virakto mukta-bandhanaù 

avijïäta-gatir jahyät 

sa vai dhéra udähåtaù 
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 gata-sva-artham—適切に活用されることなく; imam—この; deham—物質の体; viraktaù—

無関心; mukta—自由で; bandhanaù—すべての義務から; avijïäta-gatiù—知られていない目

的地; jahyät—この体を捨てなくてはならない; saù—そのような人物; vai—確かに; dhéraù—

乱されていない; udähåtaù—そのように言われている。 
    
 人里離れ、そして知らない場所に行き、すべての義務から解放され、無用になった肉体を

捨て去る者は、心乱されない者、と呼ばれます。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    
 ゴウディーヤ・ヴァイシュナヴァの偉大な献愛者、そしてアーチャーリャであるナローッ

タマ・ダーサ・タークラが詠っています。「主よ。私は生涯をまったく無駄に過ごしてきま

した。人間の体を得たというのに、あなたへの奉仕をこれまで無視してきたため、自分から

毒を飲んできたのです」。言いかえれば、人間の体は特に主への献愛奉仕の知識を高めるた

めにあるということであり、奉仕をしない一生は不安と苦しみに満ちたものになります。で

すから、人間として必要な文化的な活動をせずに生涯を無駄にしてしまった人は、友人や親

族に知られることなく家を出て、家族、社会、国などへの義務から解放され、どこでどのよ

うに死と向き合ったのか知られないように、だれも知らない場所で肉体を捨てることが勧め

られています。Dhéra（ディーラ）は、乱されても当然と思われる状況でも心乱されない人物を

指します。妻や子どもへの愛情に縛られた関係のために、快適な家族生活を捨てることは至

難の業です。自己の悟りは、そのような家族に対する過度の愛着のために妨げられることが

ありますが、そのような関係をきっぱり忘れることのできる人は乱されない者、ディーラ、

と呼ばれます。しかしこれは、挫折感を味わった生活ゆえの放棄の道ですが、そのような放

棄の安定は、本物の聖者や自己を悟った魂との交流をとおして初めて可能になり、その結果、

主への愛情あふれる献愛奉仕に励むことができるようになります。主の蓮華の御足への誠実

な服従は、奉仕という超越的な意識を目覚めさせることで実現できます。さらにこれは、主

の純粋な献愛者との交流をとおして可能になります。ドゥリタラーシュトラは、挫折の生涯

からの解放を授けてくれる兄弟に恵まれた幸運な境地にいたのです。 

 

第第第第２７２７２７２７節節節節    
    

Ya" Svk-aTParTaae veh JaaTaiNaveRd AaTMavaNa( ) 
ôid  k*-Tva  hir„&  GaehaTPa[v]JaeTSa NaraetaMa" )) 27 )) 

    

yaù svakät parato veha 

jäta-nirveda ätmavän 
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hådi kåtvä harià gehät 

pravrajet sa narottamaù 
    

 yaù—〜である者は誰でも; svakät—自らの目覚めによって; parataù vä—あるいは他の人

から聞くことで; iha—ここ物質界で; jäta—〜になる; nirvedaù—物質的終着に無関心な; 

ätmavän—意識; hådi—心臓の中で; kåtvä—〜によって取られて; harim—人格主神; gehät—家

から; pravrajet—立ち去る; saù—彼は〜である; nara-uttamaù—一流の人間。 
    

 この物質界の虚偽と苦しみを、自分で、あるいは人から聞いて目覚め、そして理解し、家

を出て、心臓の中に住む最高人格主神に完全に頼る人物は疑いなく一流と呼ばれるにふさわ

しい。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 超越主義者には３種類います。（1）ディーラ。家族と離れていても乱されない者、（2）

挫折感ゆえに放棄階級、すなわちサンニャーシーとなった者、（3）聞いて唱えることで神

の意識を目覚めさせ、心臓の中に住む人格主神に完全に頼って家庭から離れる誠実な主の献

愛者。大切なことは、物質界で挫折感を味わった結果としての放棄階級生活は、自己を悟る

道への踏み石になるかもしれませんが、解放の道の真の完成は、パラマートマーとしてだれ

もの心臓の中に住む最高人格主神に完全に身を委ねる修練を重ねたあとに達成できる、とい

う事実です。家を離れて密林で一人暮らすことはできるかもしれませんが、意思堅固な献愛

者は、自分は一人ではないことをよく知っています。最高人格主神は献愛者と共にいますし、

どのような苦境にあっても主は誠実な献愛者を守ることができます。ですから、私たちは自

宅で献愛奉仕を修練すればいいのであり、純粋な献愛者との交流をとおして、聖なる名前、

主の資質、姿、娯楽、主にまつわる人々などについて唱えたり聞いたりすることで、その修

練が、目標を目指す誠実さに応じて神の意識を目覚めさせる助けになります。そのような献

愛奉仕をしているのに物質的な恩恵を求めている人は、たとえ主が心臓の中にいるとしても、

最高人格主神に身を委ねることはできません。また主は、物質的な利益のために主を崇拝す

る人々を導くことはありません。物質的な献愛者は、物質的な恩恵を主から授かるかもしれ

ませんが、上記のような、一流の人間の段階に到達することはできません。世界の歴史には、

そのような誠実な献愛者の模範となる人物たちが、特にインドにはたくさん存在しており、

彼らは自己の悟りの道の案内人です。マハートマー・ヴィドゥラはそのような主の偉大な献

愛者の一人であり、自己の悟りを求めて、私たちはこぞってその蓮華の足跡に従わなくては

なりません。 
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第第第第２８２８２８２８節節節節    
    

AQaaedqcq&  idXa&  YaaTau SvErjaTaGaiTa>aRvaNa( ) 
wTaae_vaRKPa[aYaXa" k-al/" Pau&Saa& Gau<aivk-zR<a" )) 28 )) 

    

athodécéà diçaà yätu 

svair ajïäta-gatir bhavän 

ito 'rväk präyaçaù kälaù 

puàsäà guëa-vikarñaëaù 
    

 atha—ゆえに; udécém—北側; diçam—方向; yätu—どうか立ち去ってください; svaiù—あな

たの親族によって; ajïäta—知られずに; gatiù—動き; bhavän—あなた自身の; itaù—この後; 

arväk—到来するだろう ; präyaçaù—一般的に ; kälaù—時 ; puàsäm—人間の ; guëa—質 ; 

vikarñaëaù—減少している。 
    

 だからこそいますぐに家を出て、親族に知られることなく北に向かって立ち去ってくださ

い。なぜなら、人間の優れた気質を衰えさせる時代がすぐそこに近づいているからです。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 ディーラになることによって、あるいは親族に伝えることなく永遠に家から離れることで

挫折の生涯を償うことができ、ヴィドゥラは兄にすぐこの方法に従うよう助言しました。カ

リ時代が目の前に迫っていたからです。条件づけられた魂は物質とのかかわりのためにすで

に堕落しているのですが、カリ・ユガでは人の優れた気質は最低の段階にまで堕落していき

ます。彼はカリ・ユガが到来する前に家を出るよう助言を受けましたが、それは、ヴィドゥ

ラが説いた人生の真実に関する価値ある教えによって作り出された雰囲気は、そのカリ・ユ

ガの影響のために消え去ろうとしていたからです。至高主シュリー・クリシュナに完全に身

を委ねた一流の人間であるナローッタマ（narottama）になることは、一般人にできること

ではありません。『バガヴァッド・ギーター』（７章・28節）では、すべての悪業の穢れ

から完全に離れている人物だけが至高主シュリー・クリシュナ、人格主神に身を任せること

ができる、と言われています。ドゥリタラーシュトラはヴィドゥラから、まずディーラにな

り、そして可能であれば、サンニャーシー、あるいはナローッタマになるという助言を受け

ました。自己の悟りの進路において根気強く努力することは、私たちにとって、ディーラの

段階からナローッタマの状態に高められる助けになります。ディーラの段階は、ヨーガ法を

⻑期間修練したあとに達成できるものですが、ヴィドゥラの恩寵を授かれば、ディーラの段

階に高められる方法を受けいれる意思だけで、すぐにサンニャーサの準備段階であるその境
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地に到達できます。サンニャーサの段階は、パラマハンサ、すなわち主の一流の献愛者の準

備段階です。 

 

第第第第２９２９２９２９節節節節    
    

Wv& raJaa ivdure<aaNauJaeNa 
  Pa[jac+aubaeRiDaTa  AaJaMaq!" ) 
i^tva Svezu òehPaaXaaNd]i!Manae 
  iNaê§-aMa >a]aTa*SaNdiXaRTaaßa )) 29 )) 

    

evaà räjä vidureëänujena 

prajïä-cakñur bodhita äjaméòhaù 

chittvä sveñu sneha-päçän draòhimno 

niçcakräma bhrätå-sandarçitädhvä 
 

 evam—こうして; räjä—ドゥリタラーシュトラ王; vidureëa anujena—弟のヴィドゥラによ

って; prajïä—内省的知識; cakñuù—目; bodhitaù—理解して; äjaméòhaù—アジャミーダの家

系の子孫であるドゥリタラーシュトラ; chittvä—断ち切ることで; sveñu—親族に関して; 

sneha-päçän—愛情という頑丈な網; draòhimnaù—堅固さゆえの; niçcakräma—出ていった; 

bhrätå—兄弟によって; sandarçita—〜の方角; adhvä—解放の道。 
 

 こうして、アジャミーダの家系の子孫であるマハーラージャ・ドゥリタラーシュトラは、

内省的な知識（プラギャー）をとおしてすべてを深く理解し、堅い決意とともに家族への愛

着という頑丈な網を打ち壊した。すぐに宮殿を出た彼は、弟ヴィドゥラに指示されたように、

解放に向かって旅だっていった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

 『シュリーマド・バーガヴァタム』の根本的な教えを説く偉大な布教徒である主シュリー・

チャイタンニャ・マハープラブは、主の純粋な献愛者、すなわちサードゥとの交流の重要性

を強調しています。主は、純粋な献愛者との交流は、たとえ束の間であってもあらゆる完成

をもたらしてくれる、と言っています。私も、自分の生涯でそのことを実際に体験したこと

をなんの恥じらいもなく認めることができます。尊師シュリーマドゥ・バクティシッダーン

ダ・サラスヴァティー・ゴースヴァーミー・マハーラージャとの初めての数分間の出会いに

恩寵を授かっていなければ、『シュリーマド・バーガヴァタム』を英語で説明するという重

要な使命を受けいれることなどありえなかったはずです。その好機に師に出会っていなけれ

ば、私は事業の勝利者になっていたかもしれませんが、解放の道を歩くことも、尊師の教え
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に導かれて主への真実の奉仕をすることもできなかったことでしょう。そしてこの節でも、

ヴィドゥラのドゥリタラーシュトラとの交流で起こった別の例を見ることができます。マハ

ーラージャ・ドゥリタラーシュトラは、政治・経済・家族への執着に関連する物質的な魅力

にきつく縛られており、計画して得られる成功を手に入れるためにあらゆる力を使ってなん

でもしてきましたが、物質的活動という面から見れば、その計画は最初から最後まで挫折の

連続でした。それでも、そのような不成功の生涯にもかかわらず、サードゥという典型的な

象徴である主の純粋な献愛者の力強い教えによって、自己の悟りにおける全成功のなかでも

最大の成功を手に入れることができました。だからこそ経典は私たちに勧めています、すべ

てのかかわりを捨ててサードゥとだけ交流すべきであり、そうすることで物質界の幻の愛情

という束縛を壊すサードゥの教えを聞く機会を得ることができる、と。物質界が巨大な幻想

であることは事実です――この世にあるものすべてが明白な現実に見えても、次の瞬間には、

泡立つ海の泡や空の雲のように、跡形もなく消えうせてしまうからです。空に浮かぶ雲はま

ぎれもない事実です。雨を降らせるからです。その雨によって、植物が一時的に姿を現わし

ますが、やがてすべて――雲も、雨も、緑の植物も――その姿を消していきます。しかし空

は残り、さまざまな空や発光体は永遠に残ります。同じように、空と比較される絶対真理も

永遠に残り、一時的な雲のような幻想は現われ、そして消えていきます。愚かな生命体は、

一時的な雲に心奪われますが、知性ある人々は、永遠な空と、その多様性に関心を寄せます。 

 

第第第第３０３０３０３０節節節節    
    

PaiTa& Pa[YaaNTa& Saubl/SYa Pau}aq 
  PaiTav]Taa caNauJaGaaMa Saaßq ) 
ihMaal/Ya& NYaSTad<@Pa[hz| 
  MaNaiSvNaaiMav  SaTSaMPa[har" )) 30 )) 

    

patià prayäntaà subalasya putré 

pati-vratä cänujagäma sädhvé 

himälayaà nyasta-daëòa-praharñaà 

manasvinäm iva sat-samprahäraù 
 

 patim—彼⼥の夫; prayäntam—家を離れている間; subalasya—スバラ王の; putré—その価

値ある娘; pati-vratä—夫に献身的な; ca—もまた; anujagäma—従った; sädhvé—貞節な者; 

himälayam— ヒ マ ラ ヤ 山 脈 に 向 け て ; nyasta-daëòa— 放 棄 階 級 の 棒 を 受 け い れ た 者 ; 

praharñam—喜びの対象 ; manasvinäm—偉大な戦士の ; iva—〜のような ; sat—正当な ; 

samprahäraù—痛烈な攻撃。 
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 カンダハル（ガーンダーラ）のスバラ王の娘であるガーンダーリーは、心穏やかで貞節な

⼥性であり、ヒマラヤに向かおうとしていた夫を見て、その跡に従った。ヒマラヤこそ、敵

の痛烈な攻撃を受けいれた戦士のように、放棄階級の棒を受けいれた者にとって喜びとも言

える場所である。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 スバラ王の娘サウバリニー、すなわちガーンダーリーは、夫に献身的に仕える理想的な妻

でした。ヴェーダ文明では、特に貞節で献身的な妻について説明されていますが、なかでも

ガーンダーリーは、歴史に数多く登場するそのような⼥性の一人です。ラクシュミージー・

シーターデーヴィーも偉大な王の娘でしたが、夫の主ラーマチャンドラに従って森に入って

いきました。ガーンダーリーは⼥性の立場上、自分の、あるいは父親の家にとどまることも

できたのですが、貞節で心穏やかな⼥性として、ためらうことなく夫に従いました。放棄階

級の生活のための教えがヴィドゥラからドゥリタラーシュトラに授けられ、ガーンダーリー

は夫の横でその教えを聞いていました。しかしドゥリタラーシュトラはすでにその時、戦場

であらゆる危険に直面する偉大な戦士のように堅い決心を抱いていたため、自分についてく

るよう告げたわけではありませんでした。妻や親族に対する魅力はすでになく、一人で旅立

つことを決めていましたが、いっぽうガーンダーリーは貞節な⼥性として、最後の瞬間まで

夫に従うつもりでいました。マハーラージャ・ドゥリタラーシュトラはヴァーナプラスタの

階級を受けいれ、その段階で、妻は自発的な召使いとして夫に従うことが許されるのですが、

サンニャーサ階級では、妻は以前の夫といっしょにいることは許されません。サンニャーシ

ーは法律上では死んだ人間とされ、妻も、以前の夫とは関係がなくなった未亡人になります。

マハーラージャ・ドゥリタラーシュトラは、その忠実な妻を拒むことはしませんでしたし、

彼⼥も危険を覚悟で夫に従ったのでした。 

 サンニャーシーは放棄階級の印である棒を持っています。サンニャーシーには２種類いま

す。シュリーパーダ・シャンカラーチャーリャを代表とするマーヤーヴァーディー哲学に従

う人々は、１本の棒（エーカ・ダンダ）だけを受けいれますが、ヴァイシュナヴァ派の哲学

を受けいれる人々は３本の棒を合わせた１本の棒（トゥリ・ダンダ）を受けいれます。マー

ヤーヴァーディーのサンニャーシーはエーカダンディ・スヴァーミー、そしてヴァイシュナ

ヴァ・サンニャーシーはトゥリダンディ・スヴァーミーという名前で知られ、さらに、マー

ヤーヴァーディー哲学者と区別するために明確にはトゥリダンディ・スヴァーミーと呼ばれ

ます。ほとんどのエーカダンディ・スヴァーミーはヒマラヤを好むのですが、ヴァイシュナ

ヴァ・サンニャーシーはヴリンダーヴァナやプリーを好みます。ヴァイシュナヴァ・サンニ

ャーシーはナローッタマたちですが、マーヤーヴァーディー・サンニャーシーはディーラで

す。マハーラージャ・ドゥリタラーシュトラはディーラに従うよう助言を受けました。それ
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は、その歳になってナローッタマになるのはあまりにも難しいことだったからです。 

 

第第第第３１３１３１３１節節節節    
    

AJaaTaXa}au" k*-TaMaE}aae huTaaiGan‚ 
  ivRPa[aNa( NaTva iTal/Gaae>aUiMaåKMaE" ) 
Ga*h& Pa[ivíae GauåvNdNaaYa 
  Na  caPaXYaiTPaTaraE SaaEbl/I&  c )) 31 )) 

    

ajäta-çatruù kåta-maitro hutägnir 

viprän natvä tila-go-bhümi-rukmaiù 

gåhaà praviñöo guru-vandanäya 

na cäpaçyat pitarau saubaléà ca 
    

 ajäta—決して生まれない; çatruù—敵; kåta—執行して; maitraù—半神を崇拝している; 

huta-agniù—そして火の中に燃料を捧げている; viprän—ブラーフマナ達; natvä—敬意を表

している; tila-go-bhümi-rukmaiù—穀物、牛、土地、金と共に; gåham—宮殿の中で; praviñöaù—

〜の中に入っている; guru-vandanäya—年⻑の家族達に敬意を表すために; na—〜しなかっ

た; ca—もまた; apaçyat—見る; pitarau—彼の叔父; saubalém—ガーンダーリー; ca—もまた。 
    

 敵を作ることのないマハーラージャ・ユディシュティラは、太陽神に火の儀式を捧げたり、

穀物、土地、金をブラーフマナたちに捧げたりすることで毎朝の義務を執行していた。この

日も、年⻑者たちに敬意を捧げるために宮殿に入っていった。しかし、叔父も、そしてスバ

ラ王の娘である叔⺟たちの姿も見えなかった。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 マハーラージャ・ユディシュティラはひじょうに敬虔な王でした。世帯者に定められた敬

虔な義務を毎日行なっていたからです。世帯者は朝早く起きなくてはならず、そして沐浴し

たあと、自宅に祭った神像に向かって、祈りを捧げ、神聖な火のなかに燃料を捧げ、ブラー

フマナたちに土地、牛、穀物、金などを提供し、そして最後に家族の年⻑者に敬意とお辞儀

を捧げることで敬意を表さなくてはなりません。シャーストラが定める教えを修練する心の

準備ができていなければ、書物の知識だけで善人になることはできません。現代の世帯者は

さまざまな生活スタイルを営んでいますが、上記のような清潔や浄化のための修練などとは

まったく関係ない生活、つまり遅く起き、起きたあとはベッドでお茶を飲んだりする生活を

続けています。子どもたちも両親と同じことをしますから、世代全体が徐々に地獄に向かっ
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て転落していきます。サードゥと交流する機会がなければ、彼らに良いことが起こる希望は

ありません。ドゥリタラーシュトラのように物質主義者的な人々は、ヴィドゥラのような聖

者から教えを授かることで、現代生活の悪影響から浄化されます。 

 しかし、マハーラージャ・ユディシュティラは、宮殿のなかで二人の叔父、すなわちドゥ

リタラーシュトラヴィドゥラも、さらにスバラ王の娘ガーンダーリーを見つけることができ

ませんでした。そのため、彼らをさがすためにドゥリタラーシュトラの秘書だったサンジャ

ヤに行方を尋ねました。 

 

第第第第３２３２３２３２節節節節    
    

Ta}a    SaÅYaMaaSaqNa&    PaPa[C^aeiÜGanMaaNaSa" ) 
GaavLGa<ae Kv NaSTaaTaae v*Öae hqNaê Nae}aYaae" )) 32 )) 

    

tatra saïjayam äsénaà 

papracchodvigna-mänasaù 

gävalgaëe kva nas täto 

våddho hénaç ca netrayoù 
    

 tatra—そこに; saïjayam—サンジャヤに; äsénam—座って; papraccha—彼は〜に尋ねた; 

udvigna-mänasaù—不安に駆られて; gävalgaëe—ガヴァルガナの子、サンジャヤ; kva—どこに

いるのか; naù—私達の; tätaù—叔父; våddhaù—年老いた; hénaù ca—そして〜を奪われた; 

netrayoù—目。 
    

 気が気でないマハーラージャ・ユディシュティラは、そこに座っていたサンジャヤに尋ね

た。「サンジャヤ様。盲目で、年老いた叔父様たちはどこにおられるのでしょう」 

 

第第第第３３３３３３３３節節節節    
    

AMba c hTaPau}aaTaaR iPaTa*VYa" Kv GaTa" SauôTa( ) 
AiPa   MaYYak*-TaPa[je   hTabNDau"  Sa  >aaYaRYaa ) 
AaXa&SaMaaNa"  XaMal&/  Ga(r)aYaa&  du"i%Taae_PaTaTa( )) 33 )) 

    

ambä ca hata-puträrtä 

pitåvyaù kva gataù suhåt 

api mayy akåta-prajïe 

hata-bandhuù sa bhäryayä 
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äçaàsamänaù çamalaà 

gaìgäyäà duùkhito 'patat 
    

 ambä—⺟なる叔⺟; ca—そして; hata-puträ—息子たち全員を失った者; ärtä—苦境の中に

あって; pitåvyaù—叔父のヴィドゥラ; kva—どこに; gataù—行ってしまった; suhåt—幸せを望

む者; api—〜かどうか; mayi—私に; akåta-prajïe—恩知らずの; hata-bandhuù—自分の息子全

員を失った者; saù—ドゥリタラーシュトラ; bhäryayä—彼の妻と; äçaàsamänaù—疑いの心

で; çamalam—冒涜; gaìgäyäm—ガンジス川の水の中で; duùkhitaù—苦境の中で; apatat—転

落した。 
    

 私の幸福を願うヴィドゥラ叔父様はどこに、そしてご子息を失われて失意の底におられる

⺟なるガーンダーリーはどこにおられるのでしょう。ドゥリタラーシュトラ叔父様も、子息

と孫すべて失われ、屈辱を感じられていたことでしょう。私は間違いなく恩知らずの人間で

す。だから叔父様は、私の冒涜を深刻にとられ、奥様とともにガンジス川に身を投げられて

しまったのではないでしょうか。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 パーンダヴァ兄弟、特にマハーラージャ・ユディシュティラとアルジュナは、クルクシェ

ートラの戦いの悪影響を予想していたため、戦うことを拒みました。戦いは主の意志でなさ

れたのですが、家族の悲しみという結果は、その予想どおり現実となって起こりました。マ

ハーラージャ・ユディシュティラは、叔父のドゥリタラーシュトラと叔⺟のガーンダーリー

の苦しみをいつも意識していましたから、高齢で苦境にあった二人を可能なかぎり世話した

いと思っていました。そのため、宮殿からいなくなったことに気づいたとき、二人はガンジ

ス川に身を投げてしまったのでは、という疑惑の念に襲われたのです。パーンダヴァ兄弟が

父親をなくしたとき、マハーラージャ・ドゥリタラーシュトラは彼らが宮殿で暮らせるよう

便宜をはかったのですが、マハーラージャ・ユディシュティラは「その見返りに私はクルク

シェートラの戦いであの方の息子たちを殺してしまった。私ほど恩知らずの人間はいない」

と考えたのです。敬虔なマハーラージャ・ユディシュティラは、避けられなかった自分の行

為だけを考え、叔父やその仲間たちの悪事を考えませんでした。主の意志によって、ドゥリ

タラーシュトラは自分の悪事のために苦しんでいたのですが、マハーラージャ・ユディシュ

ティラは避けられなかった自分の悪事のことしか考えていませんでした。これが善人の、あ

るいは主の献愛者の気質です。献愛者は決して他人の欠点を見ません。自分のいたらなさを

見つめ、できるかぎり自分を正そうとするのです。 
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第第第第３４３４３４３４節節節節    
    

iPaTaYauRParTae  Paa<@aE SavaRà" Sauôd" iXaéUNa( ) 
Ar+aTaa& VYaSaNaTa" iPaTa*VYaaE Kv GaTaaivTa" )) 34 )) 

    

pitary uparate päëòau 

sarvän naù suhådaù çiçün 

pitåvyau kva gatäv itaù 

arakñatäà vyasanataù 
    

 pitari—私の父親に; uparate—倒れている; päëòau—マハーラージャ・パーンドゥ; sarvän—

すべての; naù—私達の; suhådaù—幸福を願う者達; çiçün—小さな子ども達; arakñatäm—守

った; vyasanataù—あらゆる種類の危険から; pitåvyau—叔父達; kva—どこに; gatau—出発し

て; itaù—この場所から。 
    

 父パーンドゥが倒れたとき、私たち兄弟はみな幼い子どもたちでしたが、お二人の叔父は、

私たちをあらゆる悲劇から守ってくださいました。いつも私たちの幸運を願っておられまし

た。ああ、この宮殿からお二人はいったいどこへ行ってしまわれたのでしょう。 

 

第第第第３５３５３５３５節節節節    
    

SaUTa ovac 
k*-PaYaa òehvE(c)-VYaaTSaUTaae ivrhk-iXaRTa" ) 

      AaTMaeìrMac+aa<aae Na  Pa[TYaahaiTaPaqi@Ta" )) 35 )) 
    

süta uväca 

kåpayä sneha-vaiklavyät 

süto viraha-karçitaù 

ätmeçvaram acakñäëo 

na pratyähätipéòitaù 
    

 sütaù uväca— ス ー タ ・ ゴ ー ス ヴ ァ ー ミ ー が 言 っ た ; kåpayä— 充 分 な 同 情 心 ; 

sneha-vaiklavyät—深い愛情ゆえに生じた心理的混乱; sütaù—サンジャヤ; viraha-karçitaù—

別れによる悲しみ; ätma-éçvaram—彼の主人; acakñäëaù—見えないことで; na—〜しなかっ

た; pratyäha—答えた; ati-péòitaù—あまりの悲しみに。 
    

 スータ・ゴースヴァーミーが言った。「サンジャヤは哀れみと心の動揺に襲われ、主人ド
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ゥリタラーシュトラの姿が見えないことを嘆き、マハーラージャ・ユディシュティラにまと

もな返事をすることができなかった」 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 サンジャヤは、⻑くマハーラージャ・ドゥリタラーシュトラに側近として仕えていた人物

で、間近に主人の生涯を見てきました。そして最後に、ドゥリタラーシュトラが自分の知ら

ぬまに宮殿を去っていったことに、彼は計り知れない悲しみに襲われます。ドゥリタラーシ

ュトラには深い同情心を抱いていました。クルクシェートラの戦いが終わり、ドゥリタラー

シュトラ王は、臣下や財産などすべてを失い、あげくに王も⼥王も失望の極みのうちに家を

去らなくてはならなかったと考えたからです。サンジャヤは彼なりに状況を判断しようとし

ていました。ヴィドゥラの教えでドゥリタラーシュトラが目覚めたこと、また彼が家庭とい

う深い闇から出たあとにより素晴らしい生活を目ざして喜び勇んで宮殿を跡にした、という

事実を知らなかったからです。いまの生活を捨て、そのあとにもっと素晴らしい生活が待っ

ていることを確信していなければ、サンニャーシーの格好だけをしようと、家庭にとどまっ

ていなくても、放棄階級の生活を続けることはできません。 

 

第第第第３６３６３６３６節節節節    
    

ivMa*JYaaé[Ui<a Paai<a>Yaa& iví>YaaTMaaNaMaaTMaNaa ) 
AJaaTaXa}au&  Pa[TYaUce  Pa[>aae"  PaadavNauSMarNa( )) 36 )) 

    

vimåjyäçrüëi päëibhyäà 

viñöabhyätmänam ätmanä 

ajäta-çatruà pratyüce 

prabhoù pädäv anusmaran 
    

 vimåjya—塗っている; açrüëi—目からこぼれ落ちる涙; päëibhyäm—手で; viñöabhya—置か

れて; ätmänam—その心; ätmanä—知性によって; ajäta-çatrum—マハーラージャ・ユディシ

ュティラに; pratyüce—答え始めた; prabhoù—自分の主人の; pädau—足; anusmaran—〜につ

いて考えている。 
    

 サンジャヤは最初、知性をつかって自分の心をゆっくりとなだめ、涙を拭きながら、主人、

ドゥリタラーシュトラの御足を思いながら、マハーラージャ・ユディシュティラに答え始め

た。 
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第第第第３７３７３７３７節節節節    
    

SaÅYa ovac 
Naah&   ved   VYaviSaTa&  iPa}aaevR"  ku-l/NaNdNa ) 
GaaNDaaYaaR va Mahabahae MauizTaae_iSMa MahaTMai>a" )) 37 )) 

    

saïjaya uväca 

nähaà veda vyavasitaà 

pitror vaù kula-nandana 

gändhäryä vä mahä-bäho 

muñito 'smi mahätmabhiù 
    

 saïjayaù uväca—サンジャヤが言った; na—〜ではない; aham—私; veda—知っている; 

vyavasitam—決意; pitroù—あなたの叔父の; vaù—あなたの; kula-nandana—クル王家の子孫

よ; gändhäryäù—ガーンダーリーの; vä—あるいは; mahä-bäho—偉大な王よ; muñitaù—騙さ

れて; asmi—私は〜だった; mahä-ätmabhiù—その偉大な魂達によって。 
    

 サンジャヤが言った。「クル王家の子孫よ。私は、あなたの二人の叔父とガーンダーリー

がどのような決意を持っておられたのか知らない。王よ。私はあの偉大な魂たちに騙されて

しまったのだ」 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 偉大な魂たちが人を欺く、と聞けば、だれでも驚いてしまうものですが、偉大な魂がある

高尚な目的のために人を騙すことは事実です。主クリシュナもユディシュティラに、ドロー

ナーチャーリャの前で嘘をつくよう助言しており、それはやはり最適な目的のためでした。

主がそのことを望んだ、だからそれは正しい目的だったのです。主の満足を考える人が正し

い人物の基準であり、人生の最高完成は自分に定められた義務をとおして主を満足させるこ

とにあります。それが『バガヴァッド・ギーター』と『シュリーマド・バーガヴァタム』*

の見解であり、ドゥリタラーシュトラとヴィドゥラ、そして二人に従ったガーンダーリーた

ちは、彼らの決意を、ドゥリタラーシュトラに側近として仕えていたサンジャヤに打ち明け

ることをしませんでした。サンジャヤは、自分の意見を聞かなければドゥリタラーシュトラ

王はなにもできない方だと考えていました。しかし、ドゥリタラーシュトラが家を出ていく

ことはひじょうに秘密裏になされたことで、サンジャヤにでさえ知らされませんでした。サ

ナータナ・ゴースヴァーミーも、シュリー・チャイタンニャ・マハープラブに会うために、

牢獄の門番をうまく言いくるめ、また同じようにラグナータ・ダーサ・ゴースヴァーミーも
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主を満足させるために、司祭を騙して家を出ていきました。主を満足させるためなら、絶対

真理者と関係しているため、どのようなことでも正しいことになります。私も『シュリーマ

ド・バーガヴァタム』の奉仕をするために家族を欺いて家を出ていきました。そのような騙

し方は、優れた目的のために必要なことであり、だれもそのような超越的な欺瞞によって失

うものはありません。 

 

*yataù pravåttir bhütänäà 

yena sarvam idaà tatam 

sva-karmaëä tam abhyarcya 

siddhià vindati mänavaù 
(Bg. 18.46) 

*ataù pumbhir dvija-çreñöhä 

varëäçrama-vibhägaçaù 

svanuñöhitasya dharmasya 

saàsiddhir hari-toñaëam 
                (Bhäg.    1.2.13) 

 

第第第第３８３８３８３８節節節節    
    

AQaaJaGaaMa  >aGavaNa(  Naard"  SahTauMbuå" ) 
Pa[TYauTQaaYaai>avaÛah SaaNauJaae_>YacRYaNMauiNaMa( )) 38 )) 

    

athäjagäma bhagavän 

näradaù saha-tumburuù 

pratyutthäyäbhivädyäha 

sänujo 'bhyarcayan munim 
    

 atha— そ の 後 ; äjagäma— 到 着 し た ; bhagavän— 神 聖 な 人 物 ; näradaù— ナ ー ラ ダ ; 

saha-tumburuù—自分のトゥンブル（楽器）と共に; pratyutthäya—座っていた座から立ち上

がって ; abhivädya—相応の敬意を表している ; äha—言った ; sa-anujaù—弟達と共に ; 

abhyarcayan—適切な気持ちをこめて迎えられている間; munim—その聖者。 
    

 サンジャヤがこう話していたとき、主に仕える力強い献愛者シュリー・ナーラダがトゥン

ブルを奏でつつその場に姿を表わした。マハーラージャ・ユディシュティラと弟たちは、座

っていた座から立ち上がり、敬意を表わしながらうやうやしく迎えた。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 デーヴァルシ・ナーラダはここで、主の親密な献愛者であることから、バガヴァーン

（bhagavän）と呼ばれています。主と主の親密な献愛者はどちらも、主に愛情をこめて仕

えている人々から同じ段階の敬意で尊ばれています。そのような親密な献愛者は主には愛し

い存在です。さまざまな能力を使いながら主の栄光を人々に説き、最大限の努力をはらって、

献愛者ではない人たちを健全な意識に高めて献愛者に変えようとしているからです。生命体

はもともと主の献愛者という本質をそなえているのですから、非献愛者になるはずはないの

ですが、非献愛者や非信者になってしまうのは、その人が健全な心境にはいないことを示し

ています。親密な献愛者は、惑わされているそんな生命体たちに近づこうとしているからこ

そ、主の目にはとても喜ばしい存在に映るのです。主は『バガヴァッド・ギーター』で、非

信者や非献愛者を変えるために主の栄光を説く者ほど愛しい者はいない、と言います。です

から、その代表的な方であるナーラダには、人格主神その方に捧げるほどの敬意を捧げなく

てはなりませんし、マハーラージャ・ユディシュティラも、気高い兄弟たちといっしょに、

ナーラダという純粋な献愛者を迎える模範を示しています。ナーラダは、いつも携えている

弦楽器ヴィーナを奏でながら、主の栄光だけを詠うことに没頭している献愛者なのです。 

 

第第第第３９３９３９３９節節節節    
    

YauiDaiïr ovac 
Naah& ved GaiTa& iPa}aae>aRGavNa( Kv GaTaaivTa" ) 

    AMba va hTaPau}aaTaaR Kv GaTaa c TaPaiSvNaq )) 39 )) 
    

yudhiñöhira uväca 

nähaà veda gatià pitror 

bhagavan kva gatäv itaù 

ambä vä hata-puträrtä 

kva gatä ca tapasviné 
    

 yudhiñöhiraù uväca—マハーラージャ・ユディシュティラが言った; na—〜しない; aham—

私自身; veda—それを知っている; gatim—出発; pitroù—叔父達の; bhagavan—神聖なお方よ; 

kva—どこに; gatau—行ってしまった; itaù—この場所から; ambä—⺟なる叔⺟; vä—どちら

も; hata-puträ—子ども達を失って; ärtä—悲しんだ; kva—どこに; gatä—行ってしまった; 

ca—もまた; tapasviné—苦行者。 
    

 マハーラージャ・ユディシュティラが言った。「おお、神聖なるお方よ。私の二人の叔父
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がどこへ行ってしまわれたのか、私にはわかりません。また、ご子息をすべて失われて悲し

みに打ちひしがれ、苦行僧のような叔⺟をどこにも見つけることができません」 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 高貴な魂であり、また主の献愛者であるマハーラージャ・ユディシュティラは、叔⺟が失

ってしまった大きなもの、そして苦行者としての彼⼥の苦しみを思わないときはありません

でした。苦行僧はどのような苦しみに遭っても乱されませんし、逆にその苦しみが、精神的

道を進もうとする思いと決意を堅くします。ガーンダーリー⼥王は、数多くの苦境のなかで

も驚くべき気質を見せ、苦行に励む者の模範とも言える⼥性です。⺟親、妻、禁欲生活をす

る者として理想の方であり、また世界の歴史を見ても、ガーンダーリーほどの素晴らしい質

をそなえた⼥性はほとんどいません。 

 

第第第第４０４０４０４０節節節節    
    

k-<aRDaar wvaPaare >aGavaNa( PaardXaRk-" ) 
AQaab>aaze >aGavaNa( Naardae MauiNaSataMa" )) 40 )) 

    

karëadhära iväpäre 

bhagavän pära-darçakaù 

athäbabhäñe bhagavän 

närado muni-sattamaù 
    

 karëa-dhäraù—船の船⻑; iva—〜のような; apäre—広大な海で; bhagavän—主の代表者; 

pära-darçakaù—対岸に向かって導くことのできる者; atha—このように; äbabhäñe—話し始

めた; bhagavän—その神聖な人物; näradaù—偉大な聖者ナーラダ; muni-sat-tamaù—献愛者

の哲学者たちのなかでもっとも偉大な者。 
    

 「あなたは広大な海に浮かぶ船の船⻑のような方であり、私たちを目的地に導くことがで

きます」。このように讃えられた神聖な人物、哲学者の献愛者たちのなかでもっとも偉大な

人物、デーヴァルシ・ナーラダが話しを始めた。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 さまざまなタイプの哲学者がいます。そのなかで特に秀でているのは、人格主神を実際に

見て、主への崇高な愛情奉仕にみずからを捧げつくしている人物です。そのような主の純粋

な献愛者のなかでも、デーヴァルシ・ナーラダは筆頭の方であり、だからこそこの節で、す
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べての哲学者献愛者の第一人者と呼ばれています。真の精神指導者からヴェーダーンタ哲学

を聞いて充分な資格をそなえた哲学者にならなければ、博識な哲学者・献愛者にはなれませ

ん。堅い信念を持ち、博識で放棄心をそなえてこそ、純粋な献愛者になれるのです。主の純

粋な献愛者は、私たちを無知の対岸に誘（いざな）うことができます。デーヴァルシ・ナーラダ

はよくマハーラージャ・ユディシュティラの宮殿を訪ねていました。パーンダヴァ兄弟は全

員が純粋な献愛者でしたし、デーヴァルシは、必要なときにはいつでも彼らに優れた助言を

出すつもりでいました。 

 

第第第第４１４１４１４１節節節節    
    

Naard ovac 
Maa  k-ÄNa  éucae raJaNa( YadqìrvXa& JaGaTa( ) 
l/aek-a" SaPaal/a YaSYaeMae vhiNTa bil/MaqiXaTau" ) 
Sa  Sa&YauNai¢-  >aUTaaiNa  Sa Wv ivYauNai¢- c )) 41 )) 

    

närada uväca 

mä kaïcana çuco räjan 

yad éçvara-vaçaà jagat 

lokäù sapälä yasyeme 

vahanti balim éçituù 

sa saàyunakti bhütäni 

sa eva viyunakti ca 
    

 näradaù uväca—ナーラダが言った; mä—決して〜ない; kaïcana—ぜひとも; çucaù—あな

たは嘆く ; räjan—王よ ; yat—なぜなら ; éçvara-vaçam—至高主の支配下で ; jagat—世界 ; 

lokäù—全生命体; sa-päläù—彼らの指導者を含んでいる; yasya—その者の; ime—これらすべ

て ; vahanti— 実 行 す る ; balim— 崇 拝 の 方 法 ; éçituù— 守 ら れ る た め に ; saù— 主 は ; 

saàyunakti—集まる; bhütäni—全生命体; saù—主は; eva—もまた; viyunakti—分散させる; 

ca—そして。 
    

 シュリー・ナーラダが言った。「おお、信仰心厚き王よ。だれもが至高主に動かされてい

るのだから、だれのことであろうと嘆いてはいけない。だから、全生命体とその指導者たち

は、充分に守られるために主を崇拝しようとしているのだ。彼らを寄せあつめ、そして別れ

させているのは、主だけなのである」 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 物質界にいようと精神界にいようと、どの生命体も至高主・人格主神に支配されています。

ブラフマージーというこの宇宙の指導者も、はてはちっぽけなアリにいたるまで、だれもが

至高主の命令に従っています。このように生命体は、もともと主の支配に従属する立場にあ

ります。愚かな生命体、とりわけ人間は、至高者の法則に不自然にさからい、アスラという

違法者になり、そして罰せられます。生命体は、至高主の命令である特定定の環境に入れら

れ、至高主、あるいは主に権威を与えられた代表者の命令でふたたびその立場から別の場所

に移されます。ブラフマー、シヴァ、インドラ、チャンドラ、マハーラージャ・ユディシュ

ティラ、あるいは現代の歴史では、ナポレオン、アクバル、アレキサンダー、ガンジー、ス

バス、ネールなど、本来はだれもが主の召使いで、主の至高の意志によって特定の地位に置

かれ、そしてその地位から別の地位に移されました。だれ一人として自立している者はいま

せん。指導者を含むだれもが主の至高性を認めたがらず、そして主にはむこうとしています

が、さまざまな苦しみという形で、さらに厳格な物質界の法則に従わされるのです。ですか

ら、愚かな人間だけが神はいないとうそぶきます。マハーラージャ・ユディシュティラはこ

の紛れもない事実を確信していました。年老いた二人の叔父、そして叔⺟との突然の別れの

ために耐え難い苦しみを感じていたからです。マハーラージャ・ドゥリタラーシュトラは、

過去のカルマでそのような境遇に置かれました。昔したことで生じた恩恵で苦しんだり楽し

んだりしていたのですが、そのなかにも幸運な面があったことから、すばらしい弟・ヴィド

ゥラに恵まれ、そのヴィドゥラの教えに従い、物質界のすべてのかかわりを閉ざして救われ

るために宮殿を出ていったのでした。 

 自分に定められた幸福や苦悩は、計画で変えられるものではありません。だれであろうと、

希薄なカーラ、すなわち目に見えない時によって課される苦楽に甘んじなくてはならないの

です。対抗しても無駄なことです。ですから取るべき最善な対応は、解放を求めて努力する

ことにあり、またその特権は、高い心と知性をそなえた人間だけに与えられています。人間

として生きているうちに解放されるよう、さまざまなヴェーダの教えが用意されています。

高い知性に恵まれたこの機会を見失う人はきびしく非難され、現世でも来世でもさまざまな

種類の苦しみにさいなまれます。至高者はそんな方法を使ってだれをも支配するのです。 

 

第第第第４２４２４２４２節節節節    
    

YaQaa Gaavae NaiSa Pa[aeTaaSTaNTYaa& bÖaê daMai>a" ) 
va¢-NTYaa&  NaaMai>abRÖa  vhiNTa  bil/MaqiXaTau" )) 42 )) 

    

yathä gävo nasi protäs 
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tantyäà baddhäç ca dämabhiù 

väk-tantyäà nämabhir baddhä 

vahanti balim éçituù 
    

 yathä—〜と同じ; gävaù—牛; nasi—鼻によって; protäù—紐を付けられ; tantyäm—糸によ

って; baddhäù—〜に縛られて; ca—もまた; dämabhiù—紐によって; väk-tantyäm—ヴェーダ

聖歌という網の中で; nämabhiù—名称によって; baddhäù—条件づけられて; vahanti—実行す

る; balim—命令; éçituù—至高主によって支配されるために。 
    

 鼻にくくりつけられた⻑い縄で牛が縛られ、そのように条件づけられているように、人間

も、数々のヴェーダの教えに縛られ、至高者の命令に従うよう条件づけられている。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 どのような生物も、人であろうと、動物であろうと、あるいは鳥であろうと、「自分は自

由だ」と思っていますが、実は主の厳格な法律に縛られない者はだれもいません。どのよう

な状況にいようとその法律にはそむけない、だから主の法則は厳格なのです。人が作った法

律は狡猾な無法者にくぐりぬけられるかもしれませんが、最高の立法者が作った法典の目を

かいくぐることはできません。神が作った法律をちょっとでも変えれば、その立法者に見ら

れ、罰せられる大きな危険をはらんでいるのです。至高者の法律は、さまざまな条件下で宗

教法典と呼ばれていますが、宗教原則はどこでも１つで同じ、すなわち至高の神の命令、宗

教法典に従うことです。それが、物質界にある条件です。物質界にいる生物は、自分が選ん

だ条件づけられた生活という危険を受けいれ、そして物質界の法律に騙されています。その

束縛から抜けだすただ一つの方法は、進んで至高者に従う気持ちです。しかし愚かな者たち

は、マーヤー・幻想の束縛から解放されるかわりに、ブラーフマナ、クシャトリヤ、ヴァイ

シャ、シュードラ、ヒンドゥー、イスラム、インド人、ヨーロッパ人、アメリカ人、中国人、

その他もろもろの呼び名に縛られ、それぞれの経典や法律が命じるままに至高主の命令を実

行しています。国が作った法律は宗教法典をまねた不完全な模写にすぎません。宗教とは無

縁の国、あるいは神を無視した国では、市⺠が神の法を破ってもとやかく言いませんが、国

の法律を破れば徹底的に罰します。ところがその結果一般大衆は、人が作った不完全な法律

を破るよりも、神の法律を破る罰に苦しめられています。だれであっても、ただ物質界にい

るだけで不完全な状態にいるため、どれほど物質的に高められた人でも完全無欠の法律は作

れません。しかし、神の法律にそのような不完全さはありません。指導者が神の法律を学び

さえすれば、なんの展望もない人間たちが集まってまにあわせの立法会議をする必要ありま

せん。人間がその場凌ぎで作った法律は変えられますが、神が作った法律を変える必要はあ

りません――あらゆる面で完璧な人格主神によって完璧に作られているからです。宗教法典
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や経典の教えは、さまざまな環境にいる生命体を考慮したうえで、神の解放された代表者に

よって作られていますから、主の命令を実践すれば、条件づけられた生命体たちは物質界か

ら徐々に解放されていきます。しかし生命体は、もともと至高主の永遠の召使いです。解放

された境地にいる生命体は、崇高な愛情を胸に主に仕えていますから、ほんとうに自由な生

活のなかで、主と同じ、あるいはときには主よりも高い生活を楽しみます。しかし、条件づ

けられた物質界にいる人たちはみな主になりたいと思っているため、マーヤーの幻想ゆえに、

支配しようとする思いが、条件づけられた生活を⻑引かせています。こうして物質界にいる

生命体は、永遠な召使いという本来の境地に戻って主に身を委ねるまで、ますます条件づけ

られていきます。『バガヴァッド・ギーター』の、そして世界にある認められた経典の最後

の教えは、ふたたび主の永遠な召使いになることを説いているのです。 

 

第第第第４３４３４３４３節節節節    
    

YaQaa    §-I@aePaSk-ra<aa&    Sa&YaaeGaivGaMaaivh ) 
wC^Yaa §-Ii@Tau" SYaaTaa& TaQaEveXaeC^Yaa Na*<aaMa( )) 43 )) 

    

yathä kréòopaskaräëäà 

saàyoga-vigamäv iha 

icchayä kréòituù syätäà 

tathaiveçecchayä nåëäm 
 

 yathä—〜と同じの; kréòa-upaskaräëäm—おもちゃ; saàyoga—結合; vigamau—分離; iha—

この世界で; icchayä—〜の意志によって; kréòituù—役割を果たすためだけに; syätäm—起こ

る; tathä—そしてまた; eva—確かに; éça—至高主; icchayä—〜の意志によって; nåëäm—人類

の。 
 

 遊ぶ者が、好き勝手におもちゃを出したり片付けたりするように、主の至上の意志が人々

を寄せ集め、そして離ればなれにする。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

 私たちが置かれている特定の環境は、昔したことに対する至高なる意志による配慮である

ことをよく心得ておかなくてはなりません。至高主は、『バガヴァッド・ギーター』（第

13章・第23節）が確証しているように、全生命体の心臓のなかに局所的存在のパラマート

マーとして住んでいますから、私たちが一生をとおしてしてきたことすべてを知っています。

私たちを特定の場所に置くことで、活動の反動を私たちに与えているのです。裕福な人は自

分の子どもを富貴な子として授かりますが、裕福な人の子として生まれたその子は、その場
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所を授かるにふさわしいことをしたため、主の意志によってそれなりの場所に置かれたので

す。そして、その場所から離される時期が来れば、子も父も幸せな関係を捨てて離ればなれ

になりたくないと思っていても、至高者の意志で別の場所に連れていかれるでしょう。同じ

ことは貧しい人たちにも起こります。豊かな人でも貧しい人でも、そのような出会いや別れ

にはなすすべもありません。この節で挙げられている「遊ぶ者とおもちゃ」の例は、誤解せ

ずに理解すべきです。主は私たちの活動の反動に報いるよう縛られているのだから、遊ぶ者

の例はあてはまらない、と言う人がいるかもしれません。しかしそれは違います。主は至高

の意志そのものであり、どのような法則にも縛られないことを覚えておくべきです。カルマ

の法則は、活動の結果が与えられるもの、という意味が一般的ですが、特別の場合、主の意

志で結果の活動が変えられることがあります。しかしこの変更は、主の意志によってなされ

るのであって、ほかのだれにもできることではありません。ですから、この節で挙げられて

いる「遊ぶ者」の例は、じつに的確です。なぜなら、至高者は思い通りになんでもでき、ま

ったく完璧で、主の活動あるいは反動に関して絶対に間違いを犯さない方だからです。主が

活動の反動を変えてしまうことは、純粋な献愛者がかかわるときに特に行なわれます。『バ

ガヴァッド・ギーター』（第９章・第30-31節）で言われているように、主は無条件に身を

ゆだねる純粋な献愛者を、どのような罪の反動からも救い、またそのことに疑いの余地はあ

りません。世界の歴史には、主が活動の反動を変えた例が多く残されています。主が私たち

の過去の活動の反動を変えられるのであれば、主自身が自分の行動の反動に縛られるわけが

ありません。主は完璧な方であり、どのような法則も超越した方なのです。 

 

第第第第４４４４４４４４節節節節    
 

YaNMaNYaSae  Da]uv&  l/aek-MaDa]uv&  va Na cae>aYaMa( ) 
SavRQaa Na ih XaaeCYaaSTae òehadNYa}a MaaehJaaTa( )) 44 )) 

 

yan manyase dhruvaà lokam 

adhruvaà vä na cobhayam 

sarvathä na hi çocyäs te 

snehäd anyatra mohajät 
 

 yat—たとえ〜でも ; manyase—あなたは考える ; dhruvam—絶対真理 ; lokam—人々 ; 

adhruvam—非現実; vä—どちらでも; na—あるいはそうではない; ca—もまた; ubhayam—あ

るいはどちらも; sarvathä—あらゆる状況において; na—決して〜ない; hi—確かに; çocyäù—

嘆きの対象; te—彼ら; snehät—愛着のために; anyatra—あるいはその逆; moha-jät—当惑の

ために。 
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 王よ。魂は永遠な原理であり、肉体は死滅し、すべては非人格の絶対真理のなかに存在し、

すべては物質と精神の説明不可能な結合で存在すると考えても、あるいはどのような状況で

あろうと、惜別の思いは、幻にすぎない愛着ゆえに起こる。ただそれだけのことである。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 全生命体は至高の生物の個別の部分体であり、主に従属し、仕えることで協力するのが本

来の立場である――これが真相です。物質的な状態にいようと、完璧な知識と永遠性に満ち

た解放の境地にいようと、生命体はいつまでも至高主に支配されています。しかし、真の知

識のない人たちは、生命体の本来の立場についてあれこれと推論を持ち出します。それでも

結局、どの分野の哲学者も、生命体は永遠で、５つの物質要素でできた外側の肉体はやがて

死に、一過性の存在であることを認めています。永遠な生命体は、カルマの法則によってあ

る物質の体から別の体に転生し、その肉体も、根本的な構造ゆえにやがて死んでなくなりま

す。ですから、魂が別の体に転生しても、あるいは体がある時期に死んだとしてもなんら嘆

くにおよびません。またほかにも、魂が肉体という物質の束縛から出たあと至高の魂のうち

に融合すると信じ、さらに精神的なことも魂の存在もなく、あるのは物体だけ、と信じる人

たちがいます。ある物が別の物に姿を変えている様子を、私たちは毎日目にしています。し

かし、そのような変化を見ても悲しんだりはしません。上に挙げたどちらの場合でも、神聖

な力は止められません。だれもその力を変えられないのですから、悲しむ理由はどこにもあ

りません。 

 

第第第第４５４５４５４５節節節節    
    

TaSMaaÂù(r)    vE(c)-  VYaMajaNak*-TaMaaTMaNa" ) 
k-Qa& TvNaaQaa" k*-Pa<aa vTaeRr&STae c Maa& ivNaa )) 45 )) 

    

tasmäj jahy aìga vaiklavyam 

ajïäna-kåtam ätmanaù 

kathaà tv anäthäù kåpaëä 

varteraàs te ca mäà vinä 
    

 tasmät—ゆえに; jahi—捨て去る; aìga—王よ; vaiklavyam—心の不均衡; ajïäna—無知; 

kåtam—〜のために; ätmanaù—あなた自身の; katham—どのように; tu—しかし; anäthäù—

無力な; kåpaëäù—哀れな生き物; varteran—生き残ることができる; te—彼ら; ca—もまた; 

mäm—私を; vinä—〜なしで。 
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 だから、自己について知らないからこそ感じるその不安を捨てなさい。いまあなたは、無

力で哀れな彼らが、はたして自分なしで生きていけるかどうか考えている。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 知人や親戚が無力な状態にあり、頼れるのは自分しかいない、と考えているのは無知にほ

かなりません。どのような生き物でも、物質界で得たそれぞれの立場に応じて、至高主の命

令のもとで、あらゆる面で守られなくてはなりません。主はブータ・ブリトゥ（bhüta-bhåt）

「全生命体を守る者」という名前で知られています。私たちは自分の義務だけを果たさなく

てはなりません。だれであろうと、至高主だけが守ることができるのですから。このことが、

次の節でさらにはっきり説明されます。 

 

第第第第４６４６４６４６節節節節    
    

k-al/k-MaRGau<aaDaqNaae  dehae_Ya& PaaÄ>aaEiTak-" ) 
k-QaMaNYaa&STau GaaePaaYaeTSaPaRGa]STaae YaQaa ParMa( )) 46 )) 

    

käla-karma-guëädhéno 

deho 'yaà päïca-bhautikaù 

katham anyäàs tu gopäyet 

sarpa-grasto yathä param 
    

 käla—永遠なる時; karma—活動; guëa—自然の様式; adhénaù—〜の支配下; dehaù—物質

の体と心; ayam—この; päïca-bhautikaù—５つの要素で出来ている; katham—どうして; 

anyän—他の者達; tu—しかし; gopäyet—保護を与える; sarpa-grastaù—蛇に噛まれた者; 

yathä—〜と同じもの; param—他の者達。 
    

 ５つの要素でできているこの濃密な体は、永遠なる時（カーラ）、活動（カルマ）、物質

自然界の様式（グナ）ですでに支配されている。ならば、すでに蛇の牙に噛まれている者た

ち同士が、互いに守れると思うか。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 自由を求めて行なわれている世界の運動は、政治、経済、社会、文化など、どれをとおし

たものでも、だれにもなんの恩恵ももたらしません。彼らはすでに優位の力に支配されてい

るのです。条件づけられた生命体は、永遠の時、そして自然界のさまざまな様式下にある活

動として象徴される物質自然界に何から何まで自然界に支配されています。自然界には徳、
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激情、無知という３つの様式があります。徳の様式にいなければ物事をありのままに見るこ

とはできません。激情と無知にいるかぎり、物事を正しく見ることはできません。ですから、

激情と無知にいる人は、自分の活動を正しい方向に導くことは不可能です。徳の質だけが、

ある程度私たちを助けることができます。大半の人は激情と無知のなかにあり、そのため、

そういう人たちがたてる事業も計画もほとんど人のためにはなりません。自然界の様式を超

えたカーラと呼ばれる永遠なる時が存在します。物質界にあるものすべての形を、このカー

ラが変えてしまうからです。しばらくのあいだ有益なことはできても、やがて時の力で、ど

れほど素晴らしいプロジェクトでも挫折します。できることは一つ、永遠な時・カーラから

免れることです。このカーラは、カーラ・サプタ（käla-sarpa）、すなわち噛まれれば死ん

でしまうコブラに比較されます。コブラに噛まれたら、だれも助かりません。コブラのよう

なカーラ、またはその統合である自然の様式の束縛から解放される最善の治療法は、『バガ

ヴァッド・ギーター』（第14章・第26節）が勧めているバクティ・ヨーガです。博愛主義と

いうもっとも高い完璧なプロジェクトは、世界のすべての人々にバクティ・ヨーガの布教活

動に参加してもらうことです。なぜなら、それだけが人々をマーヤーから、あるいはこの節

で述べられているカーラ、カルマ、グナとして象徴される物質自然界から救うことができる

からです。『バガヴァッド・ギーター』（第14章・第26節）がこの事実を確証しています。 

 

第第第第４７４７４７４７節節節節    
    

AhSTaaiNa   SahSTaaNaaMaPadaiNa   cTauZPadaMa( ) 
f-LGaUiNa Ta}a MahTaa& Jaqvae JaqvSYa JaqvNaMa( )) 47 )) 

    

ahastäni sahastänäm 

apadäni catuñ-padäm 

phalgüni tatra mahatäà 

jévo jévasya jévanam 
    

 ahastäni—手のない生物達; sa-hastänäm—手を与えられている生物達; apadäni—足を持た

ない生物達; catuù-padäm—４本の足を持つ生物達; phalgüni—弱い者達; tatra—そこで; 

mahatäm—力ある者の; jévaù—生命体; jévasya—生命体の; jévanam—食糧。 
    

 手のない生物は手を持つ生物に食べられ、足のない生物は４本の足を持つ生物に食べられ

る。弱い者は強い者の食糧となり、ある生き物が別の生き物の食べ物になる――それが自然

の摂理である。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 生存競争における体系的な法則は至高の意志によって存在し、どれほどの計画をたてても、

だれもその法則から逃れることはできません。至高の生物の意志に背いてこの世界に降りて

きてしまった生命体たちは、マーヤー・シャクティ（mäyä-çakti）「主に権限を与えられ

た代表者」と呼ばれる至上の力に操られ、またそのダイヴィー・マーヤーは、条件づけられ

た魂を三重の苦悩で苦しめるためにあり、その苦悩の一つが、この節で「弱肉強食」と説明

されています。自分よりも強い者に攻撃されれば自分を守ることはできませんし、主の意志

によって、弱者、より強い者、もっとも強い者、という区分があります。トラが弱い動物を

食べても、人間の私たちがそのことで嘆いてもしかたありません――それが至高主の法則な

のですから。しかし、人はほかの生き物を食べて生きていく必要がある、と法則が定めても、

「良識の法則」もあります。人は経典に従ってこそ人。これはほかの動物にはぜったいにあ

てはまらない。人間は自己を悟るための機会であり、その目的を達成するためにも、最初に

主に捧げられていないものは食べないことです。主は、献愛者が作った野菜、くだもの、葉、

穀類を材料にした料理ならどのようなものでも受けいれてくれます。くだもの、葉、牛乳を

使ったバラエティーに富む料理も主に捧げられますし、主がその料理を食べ、献愛者がそれ

を味わい、そのことで、生存競争の苦しみすべてが少しずつ和らいでいきます。これは『バ

ガヴァッド・ギーター』（第９章・第26節）で確証されていることです。動物を食べる習

慣のある人たちでも、直接主に捧げるのではなく、主の代表者に特定の宗教儀式を経て料理

を捧げることができます。経典の指示は肉食を奨励するのではなく、決められた規則によっ

て食生活を制限するためにあります。 

 ある生物は、ほかの強い生物の食料になってしまう。しかし、どのような状況に置かれて

も、どうやって生き延びようかなどと思い悩む必要はありません。生き物はどこにでもいま

すし、どんな場所だとしても、食料不足で飢え死にする生物はいないからです。マハーラー

ジャ・ユディシュティラはナーラダから、叔父たちが食べられずに苦しんでいるのではと心

配するにはおよびない、彼らは、ジャングルで得られる野菜を至高主のプラサーダとして食

べ、解放への道を実現できるのだから、と助言を受けました。 

 弱い生物が強い生物の餌食になるのは存在の摂理です。どのような生物の世界でも、弱者

をむさぼり食おうとする環境はいつでもあります。物質的な条件下では、不自然な方法でこ

の傾向を止めることはできません。あるとすれば、精神的規則を修練することで人の精神的

感性を目覚めさせることだけ。しかし、精神的な規則をよりどころにして人間が弱い動物を

殺しておきながら、いっぽうで平和な共存世界を人々に説くことは許されないことです。人

が動物たちの平和な共存をぶちこわしておいて、自分たちは平和な暮らしを望む、ありえな

いことです。ですから、盲目の指導者は、至高の生物の存在をよく知り、神の国を築かなく



 55 

てはなりません。神の国、すなわちラーマ・ラージャ（Räma-räjya）は、世界中の人々の

心に神の意識を目覚めさせないかぎり、ぜったいに実現するものではありません。 

 

第第第第４８４８４８４８節節節節    
    

Taidd& >aGavaNa( raJaàek- AaTMaaTMaNaa& Svd*k(- ) 
ANTarae_NaNTarae  >aaiTa  PaXYa  Ta& MaaYaYaaeåDaa )) 48 )) 

    

tad idaà bhagavän räjann 

eka ätmätmanäà sva-dåk 

antaro 'nantaro bhäti 

paçya taà mäyayorudhä 
    

 tat—ゆえに; idam—この表われ; bhagavän—人格主神; räjan—王よ; ekaù—絶対唯一; 

ätmä—至高の魂 ; ätmanäm—主のエネルギーによって ; sva-dåk—質的に主のような ; 

antaraù—外に; anantaraù—内に、そして主自身によって; bhäti—そのように表われて; 

paçya—頼る; tam—主だけに; mäyayä—さまざまなエネルギーの表われによって; urudhä—

多くあるように見える。 
    

 ゆえに王よ。至高主だけに頼るのだ。唯一絶対の方で、さまざまなエネルギーをとおして

自らを表わし、内にも外にも存在する主を。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 最高人格主神は絶対唯一の方ですが、本来至福に満ちた方ですから、さまざまなエネルギ

ーをとおして自らを表わします。生命体も主の中間エネルギーの表われであり、質的に見れ

ば主と等しく、主の外的・内的世界の内にも外にも無数の生命体が存在しています。精神界

は主の内的エネルギーの表われた世界ですから、その世界にいる生命体は、外的力にけがさ

れることなく主と同じ質を保って暮らしています。生命体は、主と質的には一つでも、物質

界にけがされているために、歪んだ形で表われ、そのため、いわゆる幸せや苦しみの感情を

味わっています。どれもその場かぎりの経験にすぎず、精神魂に影響を与えているわけでは

ありません。またその幸不幸の表われは、自分は主と同じ質をそなえている、という事実を

忘れてしまったからにほかなりません。しかし主は、生命体の堕落した状態を正すため、内

からも外からも途切れることなく私たちを導こうとしています。内からは、局所のパラマー

トマーとして望みに駆られた生命体を正し、外からは、主自身の表われである精神指導者や

啓示経典として。私たちは主を頼らなくてはなりません。いわゆる幸福や苦しみに乱される
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のではなく、堕落した魂を外側から正そうとする主の呼びかけに応え、そして主と協力しな

りません。主の命令だけに従い、精神指導者になり、そして主と協力すべきです。物質的な

利益、ビジネスの手段、あるいは生計を立てるために、個人的な満足のために精神指導者に

なるのはまちがっています。主に頼り、また主と協力している本物の精神指導者は真に主と

同じ質をそなえており、いっぽう、主を忘れている魂はただ歪んだ表われにすぎません。だ

からこそユディシュティラ・マハーラージャはナーラダに、いわゆる幸せや苦しみに乱され

るのではなく、主だけに身をゆだね、主が降誕した理由である使命をまっとうするよう助言

されました。それが彼のとってなによりも大切な義務だったのです。 

 

第第第第４９４９４９４９節節節節    
    

Saae_YaMaÛ  MaharaJa  >aGavaNa(  >aUTa>aavNa" ) 
k-al/æPaae_vTaq<aaeR_SYaaMa>aavaYa SauriÜzaMa( )) 49 )) 

    

so 'yam adya mahäräja 

bhagavän bhüta-bhävanaù 

käla-rüpo 'vatérëo 'syäm 

abhäväya sura-dviñäm 
    

 saù—その至高主 ; ayam—主シュリー・クリシュナ ; adya—現在 ; mahäräja—王よ ; 

bhagavän—人格主神; bhüta-bhävanaù—創造された万物の創造者あるいは父; käla-rüpaù—す

べてを食いつくす時という姿をとって; avatérëaù—降りて; asyäm—世界に; abhäväya—除去

するために; sura-dviñäm—主の意志に反する者達。 
    

 その最高人格主神、主シュリー・クリシュナは、すべてを食いつくす「時」（カーラ・ル

ーパ）として姿を変えて地上に現われ、妬ましい者たちを世界から取りのぞくために降誕さ

れた。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 人間には２種類、すなわち嫉妬深い者、従順な者がいます。至高主は唯一の方で、全生命

体の父ですから、妬ましい者たちでもじつは主の子どもなのですが、彼らはアスラという名

前で呼ばれています。いっぽう至高の父に従順な生命体たちは、物質観念にけがれていない

ためにデーヴァター・半神と呼ばれます。アスラたちは、主の存在を否定するほど主を嫌っ

ているだけでなく、ほかの生命体たちも忌み嫌っています。世界がこのようなアスラで充満

すると、主は自ら降誕して彼らを世界から取りのぞいて正すことがあり、そしてパーンダヴ
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ァ兄弟のようなデーヴァターたちに世界を統治させます。主がカーラとなって変装するとい

う説明は重要です。主は危険な方ではなく、永遠・知識・喜びという超越的な姿を持つ方で

す。主は、献愛者には真の姿をしめし、献愛者でない者たちにはカーラ・ルーパという原因

となる姿で現われます。主のこの原因として姿はアスラたちには不快きわまるもので、彼ら

は主に滅ぼされずに安全な立場を守るため、主に姿はない、と考えます。 

 

第第第第５０５０５０５０節節節節    
    

iNaZPaaidTa&   devk*-TYaMavXaez&  Pa[Taq+aTae ) 
Taavd( YaUYaMave+aß& >aved( Yaavidheìr" )) 50 )) 

    

niñpäditaà deva-kåtyam 

avaçeñaà pratékñate 

tävad yüyam avekñadhvaà 

bhaved yävad iheçvaraù 
    

 niñpäditam—執行した; deva-kåtyam—半神達のために為されなくてはならなかったこと; 

avaçeñam—休息; pratékñate—待たされて; tävat—その時まで; yüyam—あなた達パーンダヴァ

兄弟達; avekñadhvam—見つめ、そして待つ; bhavet—〜できる; yävat—〜の間ずっと; iha—こ

の世界で; éçvaraù—至高主。 
    

 主は半神たちを助ける義務をすでにやりとげられ、休息の時を待っておられる。あなたた

ちパーンダヴァ兄弟は、主が地上にとどまっておられるまで待つように。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 主は、主や献愛者を憎むアスラたちに悩まされる半神・物質界の管理者を救うために、精

神界の頂点にある自分の住居（クリシュナローカ惑星）から降誕します。これまで述べられ

ているように、条件づけられた生命体は、この世界の資源を支配し、見わたすものすべての

偽の主人になろうとする強い望みに動かされ、自分から、物質とかかわることを選んでしま

います。だれもがイミテーションの神になろうとしているのです。そのような偽物神々のあ

いだには激しい競争があり、互いに張り合っている彼らは「アスラ」という名前で一般に知

られています。物質界にアスラがはびこれば、主の献愛者にとっては地獄となんら変わりあ

りません。アスラの数が増えれば、もともと主に仕える気質を持つ一般大衆、そして高位の

惑星に住む半神たちを含む主の純粋な献愛者たちは主に救いを求めて祈ります。そして主は

自分の住居からみずから降誕するか、あるいは自分の献愛者を代理として遣わせ、人間社会
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の、あるいは動物社会の堕落した状態でさえ変えようとします。そのような混乱は人の社会

だけではなく、高位の惑星の半神たちを含む動物、鳥、ほかの生物たちのあいだにでさえ起

こることです。主シュリー・クリシュナは、カムサ、ジャラーサンダ、シシュパーラのよう

な悪魔たちを抹殺するためにみずから降誕し、マハーラージャ・ユディシュティラが統治し

ていた時代に、そのほとんどのアスラたちを殺しました。そしていまユディシュティラ王は、

主の意志でこの世界に現われた主自身の王家、すなわちヤドゥ・ヴァンシャの崩壊を待って

います。主は永遠な住居に戻っていくまえに、彼らを地上から連れ出したいと考えました。

ナーラダは、ヴィドゥラのように、ヤドゥ王家の崩壊をすぐに暴露したわけではないのです

が、間接的に、ユディシュティラ王と兄弟たちに、その出来事が起こるまで、そして主が去

っていくまで待つように、とヒントを与えていたのです。 

 

第第第第５１５１５１５１節節節節    
 

Da*Taraí¥" Sah >a]a}aa GaaNDaaYaaR c Sv>aaYaRYaa ) 
di+a<aeNa    ihMavTa   ‰zq<aaMaaé[Ma&   GaTa" )) 51 )) 

    
dhåtaräñöraù saha bhräträ 

gändhäryä ca sva-bhäryayä 

dakñiëena himavata 

åñéëäm äçramaà gataù 
    
 dhåtaräñöraù—ドゥリタラーシュトラ ; saha—〜と共に ; bhräträ—彼の弟ヴィドゥラ ; 

gändhäryä—ガーンダーリーも; ca—そして; sva-bhäryayä—彼自身の妻; dakñiëena—南側寄

りの; himavataù—ヒマラヤ山脈の; åñéëäm—リシ達の; äçramam—庇護地に; gataù—彼は行

ってしまった。 
    

 王よ。叔父のドゥリタラーシュトラ、その弟ヴィドゥラ、ドゥリタラーシュトラの妻ガー

ンダーリーは、偉大な聖者たちの庇護地があるヒマラヤ山脈南部に行った。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    

 

 悲嘆にくれるマハーラージャ・ユディシュティラの気持ちをなだめるため、ナーラダはま

ず哲学的な視点から話し、つぎに未来を見る透視力で、叔父が将来することについて次のよ

うに説明をはじめました。 
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第第第第５２５２５２５２節節節節    
    

óaeTaaei>a" Saái>aYaaR vE SvDauRNaq SaáDaa VYaDaaTa( ) 
SaáaNaa&   Pa[qTaYae   NaaNaa  SaáóaeTa"  Pa[c+aTae )) 52 )) 

    

srotobhiù saptabhir yä vai 

svardhuné saptadhä vyadhät 

saptänäà prétaye nänä 

sapta-srotaù pracakñate 
    

 srotobhiù—流れによって; saptabhiù—７（区分）によって; yä—川; vai—確かに; svardhuné—

神聖なガンジス川; saptadhä—７つの支流; vyadhät—創造された; saptänäm—その７つの; 

prétaye—〜の満足のために; nänä—さまざまな; sapta-srotaù—７つの源; pracakñate—名前で

知られている。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 その場所をサプタスロータ（７つに区分された領域）と言う。神聖なガンジス川の水がそ

こで７つの支流に分けられるからである。これは７人の偉大な聖者たちを満足させるために

なされた。 

 

第第第第５３５３５３５３節節節節    
    

òaTvaNauSavNa&  TaiSMaNhuTva caGanqNYaQaaiviDa ) 
AB>a+a oPaXaaNTaaTMaa Sa AaSTae ivGaTaEz<a" )) 53 )) 

    

snätvänusavanaà tasmin 

hutvä cägnén yathä-vidhi 

ab-bhakña upaçäntätmä 

sa äste vigataiñaëaù 
    

 snätvä—沐浴によって; anusavanam—定期的に３回（朝、正午、夕方）; tasmin—７つに別

れたそのガンジス川で; hutvä—アグニ・ホートゥラ儀式をすることで; ca—もまた; agnén—

火の中に; yathä-vidhi—経典の教えにただ従って; ap-bhakñaù—水だけを飲むことで絶食して

いる; upaçänta—完全に抑制して; ätmä—濃密な感覚と希薄な心; saù—ドゥリタラーシュト

ラ; äste—位置されるだろう; vigata—〜のない; eñaëaù—家族の幸せに関連した思い。 

 サプタスロータの川岸で、ドゥリタラーシュトラはアグニ・ホートゥラの儀式をし、毎日
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三回、朝、正午、夕方に沐浴し、水だけを飲んでアシュターンガ・ヨーガを始めた。この修

練をすることで、心と感覚は抑制され、家族への愛着から完全に解放される。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

 ヨーガ法は、感覚や心を抑制してそれらを物質から精神に向かわせる機械的な方法です。

その予備的な方法として、座位、瞑想、精神的な思考、体内を流れる空気の抑制、徐々に高

まっていくトランス状態、そしてパラマートマーという絶対的人物への遭遇などが含まれま

す。精神的段階に高めてくれるこの機械的な方法には、１日３回の沐浴、可能なかぎりの絶

食、座って思考を精神的物事に集中させことが含まれ、やがて徐々に物質的な対象（ヴィシ

ャヤ・viñaya）から解放されていきます。物質存在とは、幻でしかない物質的な物事に思い

を没頭させることです。家、国、家族、社会、子どもたち、財産、仕事など、どれも精神魂・

アートマーを包みこんでいる物質の覆いであり、ヨーガのシステムは、このような幻想の思

考から私たちを解放させ、そして徐々に絶対的人物・パラマートマーに意識を向かわせてく

れます。私たちは、世俗的なかかわりや教育に導かれて軽薄なものごとに夢中になることを

学んできましたが、ヨーガはそのようなことをすべて忘れる方法です。現代のいわゆるヨー

ギーやヨーガは、奇術まがいの見せ物でしかなく、なにも知らない人たちはそのような偽物

に魅了されたり、ヨーガ・システムを、体の病気を治してくれたりする安価な治療法だと思

いこんでいます。しかし真実は、ヨーガ・システムは、生存競争をとおして積み重ねてきた

思いを忘れる方法なのです。ドゥリタラーシュトラはこれまで、息子たちの生活の水準を高

めたり、あるいは息子たちのためにパーンダヴァ兄弟の財産を奪ったりすることで家族生活

を改善するために生きてきました。それはどれも、精神的な力についてなにも知らない完全

な物質主義者があたりまえにしていることです。また、このような行ないが人を地獄に落と

し入れることなど、ドゥリタラーシュトラには知るよしもありませんでした。そんな彼も、

弟のヴィドゥラのおかげで目覚め、幻想にかられたそれまでの悪業に気づき、そしてその気

づきによって、精神的悟りを得るために家を出ることができました。シュリー・ナーラダデ

ーヴァはここで、神聖なガンジス川の流れで浄化された場所で彼が精神的に高められていく

ことを予言しています。水だけを飲み、固形物は摂らならいことも絶食です。そして精神的

知識を高めるのに必要なことです。愚かな人は、定められた原則には従わない安っぽいヨー

ギーになろうとしています。まず舌がコントロールできない人はヨーギーにはほとんどなれ

ません。ヨーギーとボーギー（bhogé）は相反する２つの言葉です。ボーギー、つまりなん

でも食べて飲んで楽しむ人間はヨーギーにはなれません。ヨーギーは無制限に飲食すること

を許さないからです。ドゥリタラーシュトラが、水だけを飲み、神聖な雰囲気が漂う場所で

心穏やかに座り、主ハリ・人格主神への思いに深く没頭している様子をこの節から学ぶこと

ができます。 
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第第第第５４５４５４５４節節節節    
    

iJaTaaSaNaae iJaTaìaSa" Pa[TYaaôTazi@iNd]Ya" ) 
hir>aavNaYaa     ßSTarJa"SatvTaMaaeMal/" )) 54 )) 

    

jitäsano jita-çväsaù 

pratyähåta-ñaò-indriyaù 

hari-bhävanayä dhvasta- 

rajaù-sattva-tamo-malaù 
    

 jita-äsanaù—座位を抑制する者; jita-çväsaù—呼吸法を支配した者; pratyähåta—引き返して

いる ; ñaö—６つ ; indriyaù—諸感覚 ; hari—絶対人格主神 ; bhävanayä—〜に没頭して ; 

dhvasta—征服して; rajaù—激情; sattva—徳; tamaù—無知; malaù—穢れ。 
    

 座位（ヨーガ・アーサナ）と呼吸を制御した者は、感覚を絶対人格主神に向けることがで

き、その結果、物質自然界の様式、すなわち平凡な徳、激情、無知の穢れから免れる。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 ヨーガ法の予備的修練には、アーサナ、プラーナーヤーマ、プラテャーハーラ、デャーナ、

ダーラナーなどがあります。マハーラージャ・ドゥリタラーシュトラはこのような予備的活

動の成功を達成することでしょう。浄化された場所に座り、１つの対象、すなわち最高人格

主神（ハリ）に集中していたからです。こうして、彼のすべての感覚が主への奉仕に使われ

ていました。この方法は、献愛者を自然界の三様式の穢れから直接助けてくれます。一番高

い様式、つまり徳の様式でさえ、物質的な束縛の原因にもなるのですから、ほかの様式、つ

まり激情や無知が私たちを束縛することは言うまでもありません。激情と無知は、物質的な

楽しみを求めようとする気質に拍車をかけ、強い欲望が富や権力を得ようとする気持ちを刺

激します。この２つの底辺の様式を超え、完全な知識と道徳に支えられた徳の様式に高めら

れた人でも、さまざまな感覚、つまり目、舌、鼻、耳、感触などを抑えられるわけではあり

ません。しかし、主ハリの蓮華の御足に身をゆだねた人は、ここで言われているように、物

質自然界の様式の影響を超越し、主への奉仕に安定することができます。ですから、バクテ

ィ・ヨーガの方法は、主への愛情奉仕に直接適用することができます。この方法を修練する

人は、物質的な活動に巻きこまれなくなります。感覚を物質的な執着から主への超越的な愛

情奉仕に方向転換させるこの方法をプラテャーハーラ、またこの方法全体をプラーナーヤー

マともいい、修練者を最終的にサマーディ、すなわち至高主を必ず満足させる没頭の境地に

到達させてくれます。 
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第第第第５５５５５５５５節節節節    
    

ivjaNaaTMaiNa Sa&YaaeJYa +ae}aje Pa[ivl/aPYa TaMa( ) 
b]ø<YaaTMaaNaMaaDaare      ga$=aMbriMavaMbre )) 55 )) 

    

vijïänätmani saàyojya 

kñetrajïe praviläpya tam 

brahmaëy ätmänam ädhäre 

ghaöämbaram ivämbare 
    

 vijïäna—浄化された本性; ätmani—知性の中で; saàyojya—完璧に安定して; kñetra-jïe—

生 命体 に関し て ; praviläpya— 融合し てい る ; tam— 彼を ; brahmaëi— 至 高者の 中で ; 

ätmänam—純粋な生命体; ädhäre—源の中で; ghaöa-ambaram—閉ざされた世界の中の空間; 

iva—〜のような; ambare—至高の空間の中で。 
    

 ドゥリタラーシュトラは、自分の純粋な本性を知性と結びつかせ、そして生命体として、

自分が主と同じ質をそなえているという知識で、至高の生物のなかに融合しなくてはならな

い。この閉ざされた空間から解放され、精神界に高められなくてはならないのである。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 生命体は、物質界を支配しようとする望みを持ち、至高主との協力を拒もうとするため、

物質の総合体、すなわちマハトゥ・タットゥヴァとかかわるようになり、そのマハトゥ・タ

ットゥヴァのために、自分を物質界、知性、心、感覚と同一視する間違った考えを持つよう

になります。この考えが、魂の純粋な精神的同一性を覆い隠してしまうのです。ヨーガを修

練することで、自分の純粋な同一性が自己の悟りをとおして実現されると、５つの濃密な要

素と希薄な要素、心、知性をもう一度マハトゥ・タットゥヴァのなかに融合させて自分本来

の立場に戻らなくてはなりません。こうして、マハトゥ・タットゥヴァの束縛から解放され、

至高の魂のなかに自分を融合させるのです。言いかえれば、私たちは質的に至高の魂とまっ

たく同じであることを悟らなくてはならないのであり、その結果として、自分本来の純粋な

知性を使って物質界の空間を超越し、そして主への超越的な愛情奉仕に励むことができるよ

うになります。これが、精神的本性をもっとも高く、完璧に高めることであり、ドゥリタラ

ーシュトラはこの境地をヴィドゥラと主の恩寵によって達成しました。主の慈悲は、ドゥリ

タラーシュトラがヴィドゥラと直接かかわりを持ったからこそ授けられたものであり、主は

じっさいに、彼がヴィドゥラの教えを修練していたときに完璧な境地に到達できるよう助け

ています。 
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 主の純粋な献愛者は、物質界の惑星に住むことはありませんし、物質要素と接しているこ

とも感じません。献愛者が持ついわゆる肉体も、主と同じ精神的流れに満たされているため

に存在しておらず、ゆえに、マハトゥ・タットゥヴァという物質総体の穢れからは永遠に解

放されています。献愛者はいつも精神界に住んでいます。その境地は、自分が行なった献愛

奉仕の力で物質界の７重の覆いを貫いた結果です。条件づけられた魂は、その覆いの中に住

み、解放された魂はその覆いを遙か遠く超えた世界に住んでいます。 

 

第第第第５６５６５６５６節節節節    
    

ßSTaMaaYaaGau<aaedk-aeR     iNaåÖk-r<aaXaYa" ) 
iNaviTaRTaai%l/ahar AaSTae SQaa<auirvacl/" ) 
TaSYaaNTaraYaae MaEva>aU" Sa&NYaSTaai%l/k-MaR<a" )) 56 )) 

    

dhvasta-mäyä-guëodarko 

niruddha-karaëäçayaù 

nivartitäkhilähära 

äste sthäëur iväcalaù 

tasyäntaräyo maiväbhüù 

sannyastäkhila-karmaëaù 
    

 dhvasta—破壊されて; mäyä-guëa—物質自然界の様式; udarkaù—影響の後; niruddha—停

止されて; karaëa-äçayaù—感覚と心; nivartita—止まって; akhila—すべて; ähäraù—感覚のた

めの食べ物; äste—座っている; sthäëuù—動かない; iva—〜のように; acalaù—固定されて; 

tasya—彼の; antaräyaù—障害; mä eva—決してそのようではない; abhüù—〜であること; 

sannyasta—放棄して; akhila—あらゆる種類; karmaëaù—物質的義務。 
    

 ドゥリタラーシュトラは、感覚の動きを（外からでさえ）すべて止め、物質自然界の様式

に動かされている感覚の相互作用に耐えなくてはならない。物質的な義務をすべて放棄した

あと、解放への道に横たわるすべての障害を越え、不動の境地に身を置かなくてはならない。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 ドゥリタラーシュトラは、ヨーガの方法に従い、物質的活動の反動すべてを打ちけす境地

に達しました。物質自然界の様式の力は、様式の犠牲者を、物質を楽しもうとする飽くこと

のない望みに引きつけますが、ヨーガを修練すれば、このようなまちがった楽しみから逃れ

ることができます。どの感覚も、楽しむ対象を求めていつも忙しく働いており、このように
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条件づけられた魂はあらゆる方向から攻められており、なにを求めても心の安定を得ること

はできません。マハーラージャ・ユディシュティラは、叔父をまた宮殿に連れ戻そうなどと

いう考えにとらわれないようナーラダから助言を受けました。すでにドゥリタラーシュトラ

は物質に対する魅力を完全に超えていたのです。物質自然界の様式（グナ）は、各様式特有

のさまざまな働きをしますが、その三様式を超えた次元には精神的な様式があり、それは絶

対的です。Nirguëa（ニルグナ）は反動がない、という意味です。精神的様式、そしてその結

果は同じです。ですから、精神的質とその対をなす物質的質とは、ニルグナという言葉によ

って区別されています。自然界の三様式を完全に克服した人が、精神的世界に入ることを許

されるのであり、その精神的様式に導かれた活動が献愛奉仕、すなわちバクティと呼ばれま

す。ですから、バクティは絶対者とじかに接触することで得られるニルグナの境地です。 

 

第第第第５７５７５７５７節節節節    
    

Sa va AÛTaNaad( raJaNa( ParTa" PaÄMae_hiNa ) 
k-le/vr&  haSYaiTa Sv& TaÀ >aSMaq>aivZYaiTa )) 57 )) 

    

sa vä adyatanäd räjan 

parataù païcame 'hani 

kalevaraà häsyati svaà 

tac ca bhasmé-bhaviñyati 
    

 saù—彼 ; vä—十中八九 ; adya—今日 ; tanät—〜から ; räjan—王よ ; parataù—この先 ; 

païcame—５番目; ahani—日; kalevaram—体; häsyati—捨てるだろう; svam—彼自身の; tat—

それ; ca—もまた; bhasmé—灰; bhaviñyati—〜に変わるだろう。 
    

 王よ。彼は、ほぼまちがいなく、今日から５日後に肉体を捨てるだろう。そしてその体は

灰と化すはずである。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 ナーラダ・ムニの予言が、叔父のいる場所に行こうとするユディシュティラ・マハーラー

ジャを制止しています。たとえドゥリタラーシュトラが神秘的力で体を捨てたとしても、葬

式の必要はありませんでした。ナーラダ・ムニが「彼の体は灰になる」と言っているのです

から。そのような神秘的力が、ヨーガ・システムの完成を可能にします。ヨーギーは、自分

で作った火で自分の体を灰にし、時間を選んで肉体を捨て、行きたい惑星に行くことができ

るのです。 
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第第第第５８５８５８５８節節節節    
    

dùMaaNae_iGani>adeRhe   PaTYau"  PaÒq  Sahae$=Jae ) 
bih" iSQaTaa PaiTa& Saaßq TaMaiGanMaNau ve+YaiTa )) 58 )) 

    

dahyamäne 'gnibhir dehe 

patyuù patné sahoöaje 

bahiù sthitä patià sädhvé 

tam agnim anu vekñyati 
    

 dahyamäne—それが燃えている間; agnibhiù—その火によって; dehe—体; patyuù—夫の; 

patné—妻; saha-uöaje—藁葺きの小屋と共に; bahiù—外側; sthitä—位置されて; patim—夫に; 

sädhvé—貞節な⼥性; tam—その; agnim—火; anu vekñyati—堅い集中力で見つめながら火の

中に入っていくだろう。 
    

 かの貞節な妻は、神秘的力でかやぶきの小屋とともに自分の体を焼くであろう夫を見て、

不動の集中力でみずからも火の中に入っていくだろう。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 ガーンダーリーは、一生夫に付きそう貞節で理想的な⼥性だったからこそ、かやぶきの小

屋とともに神秘的ヨーガの火で自分を焼いている夫を見て、絶望しました。100人の息子を

失ったあと家をあとにし、もっとも愛する夫が燃えている様を見たのです。そしていま、孤

独の身になってしまったことを感じたかのじょは、夫の火の中に身を投げ、死んで夫に従っ

たのです。死んでいく夫の火葬の火に貞節な⼥性が入っていくことをサティー（saté）の儀

式といい、その行為は⼥性にとってももっとも完璧な境地だとされています。しかし最近で

は、このサティーの儀式は不快きわまる犯罪行為と考えられています。それは、まったくそ

の気持ちのない⼥性にその行為を強いているからです。堕落した現代では、どのような⼥性

でも、ガーンダーリーやいにしえの⼥性たちが従っていたサティーの儀式に従うことなどで

きるものではありません。ガーンダーリーのような貞節な⼥性は、夫の死という悲しみを、

燃えさかるじっさいの火よりも強く感じます。そのような⼥性は、みずから進んでサティー

の儀式をすることができ、それは強制されて行なう罪な行為ではありません。ただ儀礼的に

なされるのであれば、そしてこの決まりに従うよう⼥性を強要するのであれば、それは犯罪

行為となり、そのためいまでは国の法律で禁じられています。ナーラダからマハーラージ

ャ・ユディシュティラに伝えられたこの予言は、未亡人となった叔⺟のもとに行くことを禁

じているのです。 
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第第第第５９５９５９５９節節節節    
    

ivdurSTau  TadaêYa|  iNaXaaMYa  ku-åNaNdNa ) 
hzRXaaek-YauTaSTaSMaad( GaNTaa TaqQaRiNazevk-" )) 59 )) 

    

viduras tu tad äçcaryaà 

niçämya kuru-nandana 

harña-çoka-yutas tasmäd 

gantä tértha-niñevakaù 
    

 viduraù—ヴィドゥラもまた ; tu—しかし ; tat—その出来事 ; äçcaryam—素晴らしい ; 

niçämya—見ている; kuru-nandana—クル王家の子息よ; harña—歓喜; çoka—悲嘆; yutaù—〜

に影響されて ; tasmät—その場所から ; gantä—去っていくだろう ; tértha—巡礼の地 ; 

niñevakaù—啓発されるために。 
    

 ヴィドゥラは喜びと悲しみに打たれ、その神聖な巡礼の地を去っていくことだろう。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 ヴィドゥラは、兄のドゥリタラーシュトラが解放されたヨーギーとして素晴らしい他界を

遂げたことに驚きました。なぜなら、兄は物質主義に強く執着した生涯をおくっていたから

です。もちろん、ドゥリタラーシュトラが望ましい人生の目標を達成できたのは、ひとえに

ヴィドゥラのおかげです。ですからヴィドゥラはその出来事を聞いて嬉しく思ったと同時に、

兄を純粋な献愛者に変えられなかったことを残念に思っています。これはヴィドゥラがいた

らなかったからではありません。ドゥリタラーシュトラが、全員が主の献愛者だったパーン

ダヴァ兄弟に敵意を抱いていたことの結果なのです。ヴァイシュナヴァの御足を冒涜するこ

とは、主の蓮華の御足を冒涜することよりも危険です。もちろんヴィドゥラは、物質主義的

な生涯をおくってきたドゥリタラーシュトラに慈悲を授ける寛大な人物ですが、結局、現世

におけるそのような慈悲の最終的な結果は至高主の意志にかかっています。そのためドゥリ

タラーシュトラは解放だけを達成したのであり、そのような境地をなんども繰りかえしたあ

とに、献愛奉仕の境地に到達することができます。ヴィドゥラは兄と義理の姉の死をもちろ

ん痛ましく思っており、そのような悲しみを癒すには巡礼地に旅立つしかありません。こう

してマハーラージャ・ユディシュティラには、生き残ったもう一人の叔父であるヴィドゥラ

を呼びもどす可能性は残されていませんでした。 
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第第第第６０６０６０６０節節節節    
    

wTYau¤-aQaaåhTa(  SvGa|  Naard" SahTauMbuå" ) 
YauiDaiïrae vcSTaSYa ôid k*-TvaJahaC^uc" )) 60 )) 

    

ity uktväthäruhat svargaà 

näradaù saha-tumburuù 

yudhiñöhiro vacas tasya 

hådi kåtväjahäc chucaù 
    

 iti—このように; uktvä—呼びかけて; atha—その後; äruhat—昇っていった; svargam—宇宙

空 間 に ; näradaù— 偉 大 な 聖 者 ナ ー ラ ダ ; saha— 〜 と 共 に ; tumburuù— 彼 の 弦 楽 器 ; 

yudhiñöhiraù—マハーラージャ・ユディシュティラ; vacaù—教え; tasya—彼の; hådi kåtvä—心

に留めている; ajahät—捨て去った; çucaù—すべての嘆き。 
    

 偉大な聖者ナーラダはこのように話したあと、ヴィーナーを奏でながら宇宙に飛び立って

いった。ユディシュティラは彼の教えを胸に刻み、いっさいの嘆きを絶つことができた。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 シュリー・ナーラダジーは、主の慈悲で精神的な体を授かった永遠なる宇宙飛行士です。

物質界・精神界どちらの宇宙空間も、なにものにも邪魔されることなく旅し、無限の空間に

あるどの惑星にも瞬時に行くことができます。彼が前世で⼥給の子だったことはすでに学び

ました。純粋な献愛者とのふれあいで永遠な宇宙飛行士の境地に高められ、こうして自由に

行動することができるようになったのです。ですから、私たちもナーラダ・ムニの足跡に従

うべきであり、機械を使った方法で別の惑星に行こうとするむなしい努力をするべきではあ

りません。マハーラージャ・ユディシュティラは信心深い王でしたから、ナーラダ・ムニに

ときおり出会う機会がありました。ナーラダ・ムニに会いたいと願う人は、まず敬虔な気質

を培い、ナーラダ・ムニの足跡に従わなくてはなりません。 

 

これで、バクティヴェーダンタによる『シュリーマド・バーガヴァタム』、第１編・第 13

章、「ドゥリタラーシュトラ、宮殿を去る」の要旨解説を終了します。 


